
必
修

選
択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

ラーニングリテラシー 1前 1 ● ● ●

1前 1 ● ● ●

1前 1 ● ● ●

1前 2 ● ● ●

1後 2 ● ● ●

1前 1 ● ● ●

1後 1 ● ● ●

1前 2 ● ● ●

1後 1 ● ● ●

1後 1 ● ● ●

1後 1 ● ● ●

データサイエンス 3前 2 ● ● ●

災害と共に生きる 1前 1 ● ● ●

ライフサイエンス生物学 1前 1 ● ● ●

バイオメカニクス 1後 1 ● ● ●

1前 2 ● ● ●

コミュニケーション論 1前 1 ● ● ●

コミュニケーション英語 1後 1 ● ● ●

異文化コミュニケーション 1後 1 ● ● ●

体育 スポーツ実践 1前 2 ● ● ●

－ 18 8

1前 2 ● ● ●

1後 2 ● ● ●

1前 1 ● ● ●

1後 1 ● ● ●

2前 1 ● ● ●

2後 1 ● ● ●

1前 2 ● ● ●

1後 2 ● ● ●

1前 1 ● ● ●

1後 1 ● ● ●

3後 1 ● ● ●

1前 2 ● ● ●

1後 2 ● ● ●

2前 2 ● ● ●

1前 2 ● ● ●

2後 2 ● ● ●

2前 1 ● ● ●

－ 26 0

教育課程表とカリキュラム・ポリシー（CP）の関係

人間発達学

骨学筋学Ⅱリ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
基
礎
医
学

小計（17科目）

専
門
基
礎
科
目

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅱ

骨学筋学Ⅰ

脳科学概論

心理学

生命倫理学

体表解剖学

組織学

生理学Ⅰ

医学英語

生理学演習Ⅱ

応用解剖生理学

身体運動学Ⅰ

身体運動学Ⅱ

運動生理学

生理学Ⅱ

生理学演習Ⅰ

教
養
基
礎
科
目

初
年
次

科
目

人
間
の

探
求

社
会
の

探
求

自
然
の

探
求

言
語
の

探
求

小計（20科目）

教育と社会

基礎英語

医療人類学

社会学概論

情報と社会

法律と社会

情報リテラシー

初年次IPE演習

人間科学概論

⑨臨床総合実習においては医療機関を中心にした臨床環境を準備し、科学的思考に基づく知識技術の応用、倫理観や協
働意識のあり方を体験する。

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 カリキュラム・ポリシー

理学療法学専攻　教育課程表

③教養基礎科目には選択科目を取り入れ、学生個々の興味と関心に基づく幅広い教養を身につけ、職種を超えたコミュ
ニケーション能力を培う。

理学療法学専攻：カリキュラム・ポリシー

①1年次から4年次に向け、教養的かつ基礎的科目から専門的科目、それらを統合する総合科目へと重層的に授業科目を
配置して学修成果を積み上げる。学修評価に際しては客観的評価指標を用いて到達段階を確認する。

②国家資格の理学療法士を養成する専攻として、理学療法士養成校指定規則に準拠した基礎科目（教養基礎科目）、専
門基礎科目、専門科目、総合科目を配置する。

⑧地域リハビリテーション関連科目および発展科目Bにおいて、多職種協働、社会的貢献の実践的アプローチを体験
し、医療現場の多様化や社会資源の活用など、専門職としての在り方を学修する。

④専門基礎科目では健康科学及びリハビリテーション医学の関連分野の学修を通して科学的思考力を育み、理学療法士
としての医学的かつ専門的な知識を修得する。

⑤専門科目では理学療法学の各分野における運動療法及び治療方法を修得し、専門職としての実践力を養う。

⑥実習科目ならびに演習科目を各学年に配し、学修段階に応じた実践的技術（スキル）を身につける。
⑦発展科目においては理学療法士としての自らの学問的関心に沿った選択により、専門性を深めると同時に社会的課題
への関りを学ぶ。

ー審査意見（6月）（資料）ー1ー



リハビリテーション医学 1後 1 ● ● ●

病理学 1後 2 ● ● ●

内科学 2前 2 ● ● ●

神経内科学 2後 2 ● ● ●

整形外科学 2前 2 ● ● ●

精神医学 2前 2 ● ● ●

小児科学 2後 2 ● ● ●

臨床心理学 2後 2 ● ● ●

臨床栄養学 3前 1 ● ● ●

臨床薬理学 3前 1 ● ● ●

救急救命処置演習 3後 1 ● ● ●

－ 18 0

リハビリテーション概論 1前 1 ● ● ●

健康科学概論 2前 2 ● ● ●

社会福祉学概論 2後 2 ● ● ●

災害リハビリテーション 3後 1 ● ● ●

国際リハビリテーション学 4前 1 ● ● ●

福祉住環境論 3前 1 ● ● ●

－ 8 0

理学療法学概論 1前 1 ● ● ●

運動分析学 2後 1 ● ● ● ●

理学療法管理学 4前 1 ● ● ●

理学療法教育学 3後 1 ● ● ●

－ 4 0

理学療法評価学 1後 1 ● ● ●

理学療法評価学実習 2後 1 ● ● ● ●

形態評価学実習 1後 1 ● ● ● ●

筋機能評価学実習 2前 1 ● ● ● ●

神経機能評価学実習 2前 1 ● ● ● ●

生理機能評価学実習 3前 1 ● ● ● ●

－ 6 0

運動療法学 2前 1 ● ● ●

運動療法学実習 2後 1 ● ● ● ●

物理療法学 2前 1 ● ● ●

物理療法学実習 2後 1 ● ● ● ●

日常生活活動学 2前 1 ● ● ●

日常生活活動学実習 2後 1 ● ● ● ●

装具学 2後 1 ● ● ●

義肢学 3前 1 ● ● ●

神経理学療法学Ⅰ 2前 1 ● ● ●

神経理学療法学Ⅱ 2後 1 ● ● ●

神経理学療法学実習 3前 1 ● ● ● ●

運動器理学療法学Ⅰ 2前 1 ● ● ●

運動器理学療法学Ⅱ 2後 1 ● ● ●

運動器理学療法学実習 3前 1 ● ● ● ●

スポーツ理学療法学 3後 1 ● ● ●

小児理学療法学 3後 1 ● ● ●

呼吸器理学療法学 3前 1 ● ● ●

循環器理学療法学 3後 1 ● ● ●

代謝理学療法学 3後 1 ● ● ●

－ 19 0

地域リハビリテーション学 2後 1 ● ● ● ●

地域理学療法学 3後 1 ● ● ● ●

多職種連携教育 3後 1 ● ● ● ● ●

－ 3 0

筋骨格系リハビリテーション 3前 1 ● ● ● ● ●

認知のリハビリテーション 3前 1 ● ● ● ●

痛みのサイエンス 3前 1 ● ● ● ●

予防リハビリテーション 3前 1 ● ● ● ●

ニューロサイエンス 3後 1 ● ● ● ●

スポーツサイエンス 3後 1 ● ● ● ●

ヘルスプロモーション 3後 1 ● ● ● ●

がんリハビリテーション 3後 1 ● ● ● ●

－ 0 8

社会自立支援技法 3前 1 ● ● ● ● ● ●

児童発達支援技法 3前 1 ● ● ● ● ● ●

地域社会支援技法 3前 1 ● ● ● ● ● ●

－ 0 3

専
門
科
目

専
門
科
目
（

続
き
）

専
門
基
礎
科
目
（

続
き
）

小計（11科目）

保
健
医
療
福
祉

小計（6科目）

理
学
療
法
評
価
学

小計（6科目）

理
学
療
法
治
療
学

小計（19科目）

地
域

理
学
療
法 小計（3科目）

基
礎
理
学
療
法
学 小計（4科目）

臨
床
医
学

発
展
科
目
A

小計（8科目）

発
展
科
目
B 小計（3科目）
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臨床技能演習Ⅰ 3後 1 ● ● ● ●

臨床技能演習Ⅱ 4前 1 ● ● ● ●

早期臨床体験実習 1通 1 ● ● ● ●

理学療法臨床評価実習 2後 3 ● ● ● ●

理学療法臨床総合実習Ⅰ 3後 6 ● ● ● ● ●

理学療法臨床総合実習Ⅱ 4前 14 ● ● ● ● ●

理学療法地域実習 4前 1 ● ● ● ●

－ 27 0

理学療法特論Ⅰ 3通 1 ● ● ● ●

理学療法特論Ⅱ 4通 1 ● ● ● ●

理学療法総合演習 4後 2 ● ● ● ●

－ 4 0

理学療法研究法 3前 1 ● ● ●

理学療法セミナー 3前 1 ● ● ● ●

卒業研究 4通 3 ● ● ● ●

－ 5 0

110科目110科目 20科目 34科目 56科目 28科目 11科目 6科目 2科目合　計　（110科目）

総
合
科
目

理
学
療
法

研
究

小計（3科目）

理
学
療
法
臨
床
実
習

小計（7科目）

理
学
療
法

統
合
科
目

小計（3科目）
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必
修

選
択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

ラーニングリテラシー 1前 1 ● ● ●

1前 1 ● ●

1前 1 ● ● ●

1前 2 ● ●

1後 2 ● ●

1前 1 ● ●

1後 1 ● ●

1前 2 ● ●

1後 1 ● ●

1後 1 ● ●

1後 1 ● ● ●

3前 2 ● ● ●

1前 1 ● ● ● ●

1前 1 ● ●

データサイエンス

災害と共に生きる

ライフサイエンス生物

学バイオメカニクス 1後 1 ● ●

1前 2 ●

コミュニケーション論 1前 1 ● ●

コミュニケーション英語 1後 1 ● ●

異文化コミュニケーション 1後 1 ● ●

体育 スポーツ実践 1前 2 ● ● ●

－ 18 8

1前 2 ● ●

1後 2 ● ●

1前 1 ●

1後 1 ●

2前 1 ●

2後 1 ● ●

1前 2 ● ●

1後 2 ● ●

1前 1 ●

1後 1 ●

3後 1 ● ●

1前 2 ● ●

1後 2 ● ●

2前 2 ●

1前 2 ● ●

2後 2 ● ●

2前 1 ● ●

－ 26 0

理学療法学専攻：ディプロマ・ポリシー

初年次IPE演習

人間科学概論

① 医療専門職としての幅広い教養と品格を身につけ、質の高い理学療法士の素養を有している。（教養）

② 対象者の多様な健康問題に対し、常に対象者本位で最善の理学療法を志向する。（倫理）

③ 理学療法士としてリハビリテーション医学の基礎知識を修得し、望ましい理学療法を提供するため適切に応用
することができる。（知識）

④ 理学療法士としての確かな知識を基に、基本的な評価治療技術を適切に選択し、安全かつ的確に実践すること
ができる。（技術）

⑤ 対象者のもつ問題解決のために、科学的思考に基づく理学療法を実践し、その進歩発展のために研鑽できる。
（科学）

⑥ 医療福祉における理学療法士としての役割と社会的要請を理解し、多職種と協働して活動できる素養がある。
（協働）

⑦ 地域社会のかかえる様々な健康課題や生活課題に対し、理学療法士としての専門性を活かし積極的に支援でき
る能力がある。（貢献）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 ディプロマ・ポリシー

理学療法学専攻　教育課程表

生理学Ⅱ

生理学演習Ⅰ

教
養
基
礎
科
目

初
年
次

科
目

人
間
の

探
求

社
会
の

探
求

自
然
の

探
求

言
語
の

探
求

小計（20科目）

教育と社会

基礎英語

医療人類学

社会学概論

情報と社会

法律と社会

情報リテラシー

医学英語

生理学演習Ⅱ

応用解剖生理学

身体運動学Ⅰ

身体運動学Ⅱ

運動生理学

心理学

生命倫理学

体表解剖学

組織学

生理学Ⅰ

教育課程表とディプロマ・ポリシー（DP）の関係

人間発達学

骨学筋学Ⅱリ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
基
礎
医
学

小計（17科目）

専
門
基
礎
科
目

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅱ

骨学筋学Ⅰ

脳科学概論
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リハビリテーション医学 1後 1 ● ●

病理学 1後 2 ●

内科学 2前 2 ●

神経内科学 2後 2 ●

整形外科学 2前 2 ●

精神医学 2前 2 ●

小児科学 2後 2 ●

臨床心理学 2後 2 ●

臨床栄養学 3前 1 ● ●

臨床薬理学 3前 1 ● ●

救急救命処置演習 3後 1 ● ● ● ●

－ 18 0

リハビリテーション概論 1前 1 ● ● ● ●

健康科学概論 2前 2 ● ● ● ●

社会福祉学概論 2後 2 ● ● ●

災害リハビリテーション 3後 1 ● ● ● ●

国際リハビリテーション学 4前 1 ● ● ● ●

福祉住環境論 3前 1 ● ● ● ●

－ 8 0

理学療法学概論 1前 1 ● ● ●

運動分析学 2後 1 ● ●

理学療法管理学 4前 1 ● ●

理学療法教育学 3後 1 ● ●

－ 4 0

1後 1 ● ●

2後 1 ● ●

1後 1 ● ●

2前 1 ● ●

2前 1 ● ●

理学療法評価学

理学療法評価学実習

形態評価学実習

筋機能評価学実習

神経機能評価学実習

生理機能評価学実習 3前 1 ● ●

－ 6 0

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

3後 1 ● ●

3後 1 ● ●

3前 1 ● ●

3後 1 ● ●

3後 1 ● ●

－ 19 0

地域リハビリテーション学 2後 1 ● ● ●

地域理学療法学 3後 1 ● ● ●

多職種連携教育 3後 1 ● ● ●

－ 3 0

筋骨格系リハビリテーション 3前 1 ● ●

認知のリハビリテーション 3前 1 ● ●

痛みのサイエンス 3前 1 ● ●

予防リハビリテーション 3前 1 ● ● ●

ニューロサイエンス 3後 1 ● ●

スポーツサイエンス 3後 1 ● ●

ヘルスプロモーション 3後 1 ● ● ●

がんリハビリテーション 3後 1 ● ●

－ 0 8

社会自立支援技法 3前 1 ● ● ●

児童発達支援技法 3前 1 ● ● ●

地域社会支援技法 3前 1 ● ● ●

－ 0 3

発
展
科
目
A

小計（8科目）

発
展
科
目
B 小計（3科目）

理
学
療
法
評
価
学

小計（6科目）

理
学
療
法
治
療
学

運動療法学

運動療法学実習

物理療法学

物理療法学実習

日常生活活動学

日常生活活動学実習   

装具学

義肢学

神経理学療法学Ⅰ

神経理学療法学Ⅱ

神経理学療法学実習   

運動器理学療法学Ⅰ   

運動器理学療法学Ⅱ   

運動器理学療法学実習 

スポーツ理学療法学   

小児理学療法学

呼吸器理学療法学

循環器理学療法学

代謝理学療法学

小計（19科目）

地
域

理
学
療
法 小計（3科目）

基
礎
理
学
療
法
学 小計（4科目）

臨
床
医
学

専
門
科
目

専
門
科
目
（

続
き
）

専
門
基
礎
科
目
（

続
き
）

小計（11科目）

保
健
医
療
福
祉

小計（6科目）
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臨床技能演習Ⅰ 3後 1 ● ●

臨床技能演習Ⅱ 4前 1 ● ●

早期臨床体験実習 1通 1 ● ● ● ● ●

理学療法臨床評価実習 2後 3 ● ● ● ● ●

理学療法臨床総合実習Ⅰ 3後 6 ● ● ● ● ●

理学療法臨床総合実習Ⅱ 4前 14 ● ● ● ● ●

理学療法地域実習 4前 1 ● ● ● ● ●

－ 27 0

理学療法特論Ⅰ 3通 1 ● ● ●

理学療法特論Ⅱ 4通 1 ● ● ●

理学療法総合演習 4後 2 ● ●

－ 4 0

理学療法研究法 3前 1 ● ● ●

理学療法セミナー 3前 1 ● ● ●

卒業研究 4通 3 ● ● ●

－ 5 0

20科目 33科目 87科目 21科目 53科目 29科目 12科目

理
学
療
法

研
究

小計（3科目）

理
学
療
法
臨
床
実
習

小計（7科目）

理
学
療
法

統
合
科
目

小計（3科目）

合　計　（110科目）

総
合
科
目
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教養基礎
科目

初年次科目 ラーニングリテラシー  情報リテラシー  初年次IPE演習

人間の探求
人間科学概論 心理学  
（生命倫理学  医療人類学）

社会の探求
社会学概論  情報と社会
（法律と社会 教育と社会）

自然の探求
災害と共に生きる

（ライフサイエンス生物学  バイオメカニクス）
データサイエンス

言語の探求
基礎英語 コミュニケーション論
（コミュニケーション英語  異文化コミュニケーション）

保健体育 スポーツ実践

専門基礎
科目

リハビリテーション
基礎医学

解剖学Ⅰ/Ⅱ  骨学筋学Ⅰ/Ⅱ  生理学Ⅰ/Ⅱ

生理学演習Ⅰ/Ⅱ  身体運動学Ⅰ/Ⅱ  人間発達学

体表解剖学  組織学 運動生理学 脳科学概論 

医学英語
応用解剖生理学 

臨床医学 リハビリテーション医学 病理学
内科学 神経内科学 整形外科学 精神医学

小児科学 臨床心理学
臨床栄養学  臨床薬理学 救急救命処置演習 

保健医療福祉 リハビリテーション概論 健康科学概論 社会福祉学概論 災害リハビリテーション 福祉住環境論 国際リハビリテーション学

専門科目

基礎理学療法学 理学療法学概論 運動分析学 理学療法教育学 理学療法管理学

理学療法評価学 理学療法評価学 形態評価学実習
理学療法評価学実習  筋機能評価学実習

神経機能評価学実習
生理機能評価学実習

理学療法治療学

運動療法学  運動療法学実習  物理療法学
物理療法学実習 日常生活活動学 日常生活活動学実習
装具学 神経理学療法学Ⅰ/Ⅱ  
運動器理学療法学Ⅰ/Ⅱ  

義肢学 神経理学療法学実習 運動器理学療法学実習

スポーツ理学療法学 小児理学療法学

呼吸器理学療法学 循環器理学療法学 代謝理学療法学

地域理学療法 地域リハビリテーション学 地域理学療法学 多職種連携教育

発展科目A

（筋骨格系リハビリテーション 認知のリハビリテーション  
痛みのサイエンス 予防リハビリテーション
ニューロサイエンス スポーツサイエンス
ヘルスプロモーション がんリハビリテーション）

発展科目B
（社会自立支援技法
児童発達支援技法
地域社会支援技法）

総合科目

臨床実習 早期臨床体験実習 理学療法評価実習 臨床技能演習Ⅰ  理学療法総合実習Ⅰ
理学療法総合実習Ⅱ  臨床技能演習Ⅱ

理学療法地域実習

統合科目 理学療法特論Ⅰ 理学療法特論Ⅱ 理学療法総合演習

理学療法研究 理学療法研究法  理学療法セミナー 卒業研究

1年 2年 3年 4年

教育目標

１．品格と教養を備えた質の高い医療専門職の育成

少子高齢社会の到来を背景に医療の高度化と多様化が進んでいる。
様々な医療職が生まれ多職種協働による質の高い医療が求められて
おり、本学においては高度化・多様化に対応できる質の高い医療専門
職を育成する。

2．科学的思考に基づく専門的知識と技術を備え、その発展に寄与する
人材の育成

日進月歩の医学界にあって、知識と技術の絶え間ない向上は専門職と
しての社会的義務でもある。そうした責任感の下で、常に科学的な観点
から専門性を応用し、その発展に寄与できる人材を育成する。

3．健康科学の専門性を基礎にして社会に貢献できる人材の育成

地域医療が多様性を帯び、医療専門職には医学的・社会的な対応が
求められるようになってきた。健康科学を基礎にリハビリテーション医療
の専門職として社会に貢献できる人材を育成する。

DP1 教養

医療専門職としての幅広い教
養と品格を身につけ、質の高
い理学療法士の素養を有して
いる。

DP2 倫理

対象者の多様な健康問題に対
し、常に対象者本位で最善の
理学療法を志向する。

DP3 知識

理学療法士としてリハビリ
テーション医学の基礎知識を
修得し、望ましい理学療法を
提供するため適切に応用する
ことができる。
DP4 技術

理学療法士としての確かな知
識を基に、基本的な評価治療
技術を適切に選択し、安全か
つ的確に実践することができ
る。
DP5 科学

対象者のもつ問題解決のため
に、科学的思考に基づく理学
療法を実践し、その進歩発展
のために研鑽できる。

DP6 協働

医療福祉における理学療法士
としての役割と社会的要請を
理解し、多職種と協働して活
動できる素養がある。

DP7 貢献

地域社会のかかえる様々な健
康課題や生活課題に対し、理
学療法士としての専門性を活
かし積極的に支援できる能力
がある。

CP1 

1年次から4年次に向け、教養
的かつ基礎的科目から専門的
科目、それらを統合する総合
科目へと重層的に授業科目を
配置して学修成果を積み上げ
る。学修評価に際しては客観
的評価指標を用いて到達段階
を確認する。

CP3

教養基礎科目には選択科目を
取り入れ、学生個々の興味と
関心に基づく幅広い教養を身
につけ、職種を超えたコミュ
ニケーション能力を培う。

CP4

専門基礎科目では健康科学及
びリハビリテーション医学の
関連分野の学修を通して科学
的思考力を育み、理学療法士
としての医学的かつ専門的な
知識を修得する。

CP5

専門科目では理学療法学の各
分野における運動療法及び治
療方法を修得し、専門職とし
ての実践力を養う。

CP6

実習科目ならびに演習科目を
各学年に配し、学修段階に応
じた実践的技術（スキル）を
身につける。

CP7

発展科目においては理学療法
士としての自らの学問的関心
に沿った選択により、専門性
を深めると同時に社会的課題
への関りを学ぶ。

CP8

地域リハビリテーション関連
科目および発展科目Bにおいて、
多職種協働、社会的貢献の実
践的アプローチを体験し、医
療現場の多様化や社会資源の
活用など、専門職としての在
り方を学修する。

CP9

臨床総合実習においては医療
機関を中心にした臨床環境を
準備し、科学的思考に基づく
知識技術の応用、倫理観や協
働意識のあり方を体験する。

CP2 

国家資格の理学療法士を養成
する専攻として、理学療法士
養成校指定規則に準拠した基
礎科目（教養基礎科目）、専
門基礎科目、専門科目、総合
科目を配置する。

（選択科目）

理学療法学専攻

AP1 教養・知識

医療専門職を目指すうえでの入学資格を満た
す基礎的な学力を有し、学習努力を継続でき
る者。

AP2 探求

専門分野に興味と関心を持ち、意欲的取り組
むこのできる者。

AP3 協調性・倫理観

多様な人々と交わることのできる柔軟性と寛
容さ及 び倫理観を兼ね備えた者。

AP4 貢献・積極性

社会の一員として地域に貢献する意欲と行動
力のある者。

科目区分
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必
修

選
択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

ラーニングリテラシー 1前 1 ● ● ●

情報リテラシー 1前 1 ● ● ●

初年次IPE演習 1前 1 ● ● ●

人間科学概論 1前 2 ● ● ●

心理学 1後 2 ● ● ●

生命倫理学 1前 1 ● ● ●

医療人類学 1後 1 ● ● ●

社会学概論 1前 2 ● ● ●

情報と社会 1後 1 ● ● ●

法律と社会 1後 1 ● ● ●

教育と社会 1後 1 ● ● ●

データサイエンス 3前 2 ● ● ●

災害と共に生きる 1前 1 ● ● ●

ライフサイエンス生物学 1前 1 ● ● ●

バイオメカニクス 1後 1 ● ● ●

基礎英語 1前 2 ● ● ●

コミュニケーション論 1前 1 ● ● ●

コミュニケーション英語 1後 1 ● ● ●

異文化コミュニケーション 1後 1 ● ● ●

保健体育 スポーツ実践 1前 2 ● ● ●

－ 18 8

解剖学Ⅰ 1前 2 ● ● ●

解剖学Ⅱ 1後 2 ● ● ●

骨学筋学Ⅰ 1前 1 ● ● ●

骨学筋学Ⅱ 1後 1 ● ● ●

体表解剖学 2前 1 ● ● ●

組織学 2後 1 ● ● ●

生理学Ⅰ 1前 2 ● ● ●

生理学Ⅱ 1後 2 ● ● ●

生理学演習Ⅰ 1前 1 ● ● ●

生理学演習Ⅱ 1後 1 ● ● ●

応用解剖生理学 3後 1 ● ● ●

身体運動学Ⅰ 1前 2 ● ● ●

身体運動学Ⅱ 1後 2 ● ● ●

運動生理学 2前 2 ● ● ●

人間発達学 1前 2 ● ● ●

脳科学概論 2後 2 ● ● ●

医学英語 2前 1 ● ● ●

－ 26 0

専
門
基
礎
科
目

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
基
礎
医
学

小計（17科目）

社
会
の

探
求

自
然
の

探
求

言
語
の

探
求

小計（20科目）

　教育課程表とカリキュラム・ポリシー（CP）の関係

作業療法学専攻　教育課程表

⑨臨床総合実習においては医療機関を中心にした臨床環境を準備し、科学的思考に基づく知識技術の応用、倫理観や協働意
識のあり方を体験する。

②国家資格の理学療法士を養成する専攻として、理学療法士養成校指定規則に準拠した基礎科目（教養基礎科目）、専門基
礎科目、専門科目、総合科目を配置する。

③教養基礎科目には選択科目を取り入れ、学生個々の興味と関心に基づく幅広い教養を身につけ、職種を超えたコミュニ
ケーション能力を培う。

作業療法学専攻：カリキュラム・ポリシー

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 カリキュラム・ポリシー

①1年次から4年次に向け、教養的かつ基礎的科目から専門的科目、それらを統合する総合科目へと重層的に授業科目を配置
して学修成果を積み上げる。学修評価に際しては客観的評価指標を用いて到達段階を確認する。

④専門基礎科目では健康科学及びリハビリテーション医学の関連分野の学修を通して科学的思考力を育み、作業療法士とし
ての医学的かつ専門的な知識を修得する。

⑤専門科目では作業活動や創作活動を通した生活行為の改善と環境調整技術、対人関係技法等の基本的・専門的な知識と技
法を修得する。

⑥実習科目ならびに演習科目を各学年に配し、学修段階に応じた実践的技術（スキル）を身につける。
⑦発展科目においては作業療法士としての自らの学問的関心に沿った選択により、専門性を深めると同時に社会的課題への
関りを学ぶ。

⑧地域リハビリテーション関連科目および発展科目Bにおいて、多職種協働、社会的貢献の実践的アプローチを体験し、医
療現場の多様化や社会資源の活用など、専門職としての在り方を学修する。

教
養
基
礎
科
目

初
年
次
科
目

人
間
の

探
求
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リハビリテーション医学 1後 1 ● ● ●

病理学 1後 2 ● ● ●

内科学 2前 2 ● ● ●

神経内科学 2後 2 ● ● ●

整形外科学 2前 2 ● ● ●

精神医学 2前 2 ● ● ●

小児科学 2後 2 ● ● ●

臨床心理学 2後 2 ● ● ●

臨床栄養学 3前 1 ● ● ●

臨床薬理学 3前 1 ● ● ●

救急救命処置演習 3後 1 ● ● ●

－ 18 0

リハビリテーション概論 1前 1 ● ● ●

健康科学概論 2前 2 ● ● ●

社会福祉学概論 2後 2 ● ● ●

災害リハビリテーション 3後 1 ● ● ●

国際リハビリテーション学 4前 1 ● ● ●

福祉住環境論 3前 1 ● ● ●

－ 8 0

作業療法学概論 1前 1 ● ● ●

基礎作業学 1後 1 ● ● ● ●

基礎作業学実習 2前 1 ● ● ● ●

作業分析学 2前 1 ● ● ●

作業療法管理学 4前 1 ● ● ●

作業療法教育学 3後 1 ● ● ●

－ 6 0

作業療法評価学 1後 1 ● ● ●

作業療法評価学実習 2後 1 ● ● ● ●

身体機能評価学演習 1後 1 ● ● ● ●

精神機能評価学実習 2前 1 ● ● ● ●

神経機能評価学実習 2前 1 ● ● ● ●

発達機能評価学実習 2後 1 ● ● ● ●

－ 6 0

身体機能作業療法学Ⅰ 2前 1 ● ● ●

身体機能作業療法学Ⅱ 2後 1 ● ● ●

身体機能作業療法学実習 3前 1 ● ● ● ●

高次脳機能作業療法学 2後 1 ● ● ●

精神機能作業療法学Ⅰ 2前 1 ● ● ●

精神機能作業療法学Ⅱ 2後 1 ● ● ●

精神機能作業療法学実習 3前 1 ● ● ● ●

運動器作業療法学 3前 1 ● ● ●

高齢期作業療法学 3後 1 ● ● ●

発達過程作業療法学 3前 1 ● ● ●

発達過程作業療法学実習 3後 1 ● ● ● ●

内部機能作業療法学 3後 1 ● ● ●

日常生活活動学 2後 1 ● ● ●

日常生活活動学実習 3前 1 ● ● ● ●

義肢装具学 3前 1 ● ● ●

生活行為向上マネジメント演習 2後 1 ● ● ● ●

職業関連活動学 3後 1 ● ● ● ●

－ 17 0

地域リハビリテーション学 2後 1 ● ● ● ●

地域作業療法学 3後 1 ● ● ● ●

多職種連携教育 3後 1 ● ● ● ● ●

－ 3 0

筋骨格系リハビリテーション 3前 1 ● ● ● ● ●

認知のリハビリテーション 3前 1 ● ● ● ●

痛みのサイエンス 3前 1 ● ● ● ●

予防リハビリテーション 3前 1 ● ● ● ●

ニューロサイエンス 3後 1 ● ● ● ●

スポーツサイエンス 3後 1 ● ● ● ●

ヘルスプロモーション 3後 1 ● ● ● ●

がんリハビリテーション 3後 1 ● ● ● ●

－ 0 8

社会自立支援技法 3前 1 ● ● ● ● ● ●

児童発達支援技法 3前 1 ● ● ● ● ● ●

地域社会支援技法 3前 1 ● ● ● ● ● ●

－ 0 3

専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目
（

続
き
）

専
門
科
目
（

続
き
）

地
域

作
業
療
法 小計（3科目）

基
礎
作
業
療
法
学

小計（6科目）

作
業
療
法
評
価
学

小計（6科目）

臨
床
医
学

小計（11科目）

小計（6科目）

発
展
科
目
A

小計（8科目）

発
展
科
目
B 小計（3科目）

作
業
療
法
治
療
学

小計（17科目）

保
健
医
療
福
祉
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臨床技能演習Ⅰ 3後 1 ● ● ● ●

臨床技能演習Ⅱ 4前 1 ● ● ● ●

早期臨床体験実習 1通 1 ● ● ● ●

作業療法臨床評価実習 2後 3 ● ● ● ●

作業療法臨床総合実習Ⅰ 3後 6 ● ● ● ● ●

作業療法臨床総合実習Ⅱ 4前 14 ● ● ● ● ●

作業療法地域実習 4前 1 ● ● ● ●

－ 27 0

作業療法特論Ⅰ 3通 1 ● ● ● ●

作業療法特論Ⅱ 4通 1 ● ● ● ●

作業療法総合演習 4後 2 ● ● ● ●

－ 4 0

作業療法研究法 3前 1 ● ● ●

作業療法セミナー 3前 1 ● ● ● ●

卒業研究 4通 3 ● ● ● ●

－ 5 0

110科目 110科目 20科目 40科目 52科目 28科目 11科目 6科目 2科目合　計　（110科目）

総
合
科
目

作
業
療
法
臨
床
実
習

小計（7科目）

作
業
療
法

統
合
科
目

小計（3科目）

作
業
療
法

研
究

小計（3科目）
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必
修

選
択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

ラーニングリテラシー 1前 1 ● ● ●

情報リテラシー 1前 1 ● ●

初年次IPE演習 1前 1 ● ● ●

人間科学概論 1前 2 ● ●

心理学 1後 2 ● ●

生命倫理学 1前 1 ● ●

医療人類学 1後 1 ● ●

社会学概論 1前 2 ● ●

情報と社会 1後 1 ● ●

法律と社会 1後 1 ● ●

教育と社会 1後 1 ● ● ●

3前 2 ● ● ●

1前 1 ● ● ● ●

1前 1 ● ●

データサイエンス

災害と共に生きる

ライフサイエンス生物学

バイオメカニクス 1後 1 ● ●

基礎英語 1前 2 ●

コミュニケーション論 1前 1 ● ●

コミュニケーション英語 1後 1 ● ●

異文化コミュニケーション 1後 1 ● ●

保健体育 スポーツ実践 1前 2 ● ● ●

－ 18 8

解剖学Ⅰ 1前 2 ● ●

解剖学Ⅱ 1後 2 ● ●

骨学筋学Ⅰ 1前 1 ●

骨学筋学Ⅱ 1後 1 ●

体表解剖学 2前 1 ●

組織学 2後 1 ● ●

生理学Ⅰ 1前 2 ● ●

生理学Ⅱ 1後 2 ● ●

生理学演習Ⅰ 1前 1 ●

生理学演習Ⅱ 1後 1 ●

応用解剖生理学 3後 1 ● ●

身体運動学Ⅰ 1前 2 ● ●

身体運動学Ⅱ 1後 2 ● ●

運動生理学 2前 2 ●

人間発達学 1前 2 ●

脳科学概論 2後 2 ● ●

医学英語 2前 1 ● ●

－ 26 0

作業療法学専攻：ディプロマ・ポリシー

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 ディプロマ・ポリシー

教
養
基
礎
科
目

初
年
次
科
目

人
間
の

探
求

社
会
の

探
求

自
然
の

探
求

言
語
の

探
求

小計（20科目）

　教育課程表とディプロマ・ポリシー（DP）の関係

作業療法学専攻　教育課程表

① 医療専門職としての幅広い教養と品格を身につけ、質の高い作業療法士の素養を有している。（教養）

② より良い社会生活への適応に向け、常に作業療法士として対象者に寄り添い支えることができる。（倫理）

③ 作業療法士としてリハビリテーション医学の基礎知識を修得し、適切な作業療法や社会資源を提供することが
できる。（知識）

④ 作業療法士としての確かな知識を基に、作業活動を通した社会適応方法を選択し、基本的な身体的心理的アプ
ローチを実践できる。（技術）

⑤ 対象者のもつ問題解決のために、科学的思考に基づく作業療法を実践し、その進歩発展のために研鑽できる。
（科学）

⑥ 医療福祉における作業療法士としての役割と社会的要請を理解し、多職種と協働して活動できる素養がある。
（協働）

⑦ 地域社会における生活上の健康課題や社会適応課題に対し、作業療法士としての専門性を活かし社会参加を支
援する能力がある。（貢献）

専
門
基
礎
科
目

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
基
礎
医
学

小計（17科目）
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リハビリテーション医学 1後 1 ● ●

病理学 1後 2 ●

内科学 2前 2 ●

神経内科学 2後 2 ●

整形外科学 2前 2 ●

精神医学 2前 2 ●

小児科学 2後 2 ●

臨床心理学 2後 2 ●

臨床栄養学 3前 1 ● ●

臨床薬理学 3前 1 ● ●

救急救命処置演習 3後 1 ● ● ● ●

－ 18 0

リハビリテーション概論 1前 1 ● ● ●

健康科学概論 2前 2 ● ● ● ●

社会福祉学概論 2後 2 ● ● ●

災害リハビリテーション 3後 1 ● ● ● ●

国際リハビリテーション学 4前 1 ● ● ● ●

福祉住環境論 3前 1 ● ● ●

－ 8 0

作業療法学概論 1前 1 ● ●

基礎作業学 1後 1 ● ●

基礎作業学実習 2前 1 ● ●

作業分析学 2前 1 ● ●

作業療法管理学 4前 1 ● ●

作業療法教育学 3後 1 ● ●

－ 6 0

1後 1 ● ●

2後 1 ● ●

1後 1 ● ●

2前 1 ● ●

2前 1 ● ●

作業療法評価学

作業療法評価学実習

身体機能評価学演習

精神機能評価学実習

神経機能評価学実習

発達機能評価学実習 2後 1 ● ●

－ 6 0

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

2後 1 ● ●

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

3前 1 ● ●

3後 1 ● ●

3前 1 ● ●

3後 1 ● ●

3後 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

3前 1 ● ●

2後 1 ● ●

身体機能作業療法学Ⅰ

身体機能作業療法学Ⅱ

身体機能作業療法学実習

高次脳機能作業療法学

精神機能作業療法学Ⅰ

精神機能作業療法学Ⅱ

精神機能作業療法学実習

運動器作業療法学

高齢期作業療法学

発達過程作業療法学

発達過程作業療法学実習

内部機能作業療法学

日常生活活動学

日常生活活動学実習

義肢装具学

生活行為向上マネジメント演習

職業関連活動学 3後 1 ● ● ●

－ 17 0

地域リハビリテーション学 2後 1 ● ● ●

地域作業療法学 3後 1 ● ● ●

多職種連携教育 3後 1 ● ● ●

－ 3 0

筋骨格系リハビリテーション 3前 1 ● ●

認知のリハビリテーション 3前 1 ● ●

痛みのサイエンス 3前 1 ● ●

予防リハビリテーション 3前 1 ● ● ●

ニューロサイエンス 3後 1 ● ●

スポーツサイエンス 3後 1 ● ●

ヘルスプロモーション 3後 1 ● ● ●

がんリハビリテーション 3後 1 ● ●

－ 0 8

社会自立支援技法 3前 1 ● ● ● ●

児童発達支援技法 3前 1 ● ● ● ●

地域社会支援技法 3前 1 ● ● ● ●

－ 0 3

保
健
医
療
福
祉

発
展
科
目
A

小計（8科目）

発
展
科
目
B 小計（3科目）

作
業
療
法
治
療
学

小計（17科目）

専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目
（

続
き
）

専
門
科
目
（

続
き
）

地
域

作
業
療
法 小計（3科目）

基
礎
作
業
療
法
学

小計（6科目）

作
業
療
法
評
価
学

小計（6科目）

臨
床
医
学

小計（11科目）

小計（6科目）
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臨床技能演習Ⅰ 3後 1 ● ●

臨床技能演習Ⅱ 4前 1 ● ●

早期臨床体験実習 1通 1 ● ● ● ● ●

作業療法臨床評価実習 2後 3 ● ● ● ● ●

作業療法臨床総合実習Ⅰ 3後 6 ● ● ● ● ●

作業療法臨床総合実習Ⅱ 4前 14 ● ● ● ● ●

作業療法地域実習 4前 1 ● ● ● ● ●

－ 27 0

作業療法特論Ⅰ 3通 1 ● ● ●

作業療法特論Ⅱ 4通 1 ● ● ●

作業療法総合演習 4後 2 ● ●

－ 4 0

作業療法研究法 3前 1 ● ● ●

作業療法セミナー 3前 1 ● ● ●

卒業研究 4通 3 ● ● ●

－ 5 0

20科目 30科目 87科目 22科目 54科目 30科目 12科目

総
合
科
目

作
業
療
法
臨
床
実
習

小計（7科目）

作
業
療
法

統
合
科
目

小計（3科目）

作
業
療
法

研
究

小計（3科目）

合　計　（110科目）
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教養基礎
科目

初年次科目 ラーニングリテラシー  情報リテラシー  初年次IPE演習

人間の探求
人間科学概論 心理学  
（生命倫理学  医療人類学）

社会の探求
社会学概論  情報と社会
（法律と社会 教育と社会）

自然の探求
災害と共に生きる

（ライフサイエンス生物学  バイオメカニクス）
データサイエンス

言語の探求
基礎英語 コミュニケーション論
（コミュニケーション英語  異文化コミュニケーション）

保健体育 スポーツ実践

専門基礎
科目

リハビリテーション
基礎医学

解剖学Ⅰ/Ⅱ  骨学筋学Ⅰ/Ⅱ  生理学Ⅰ/Ⅱ

生理学演習Ⅰ/Ⅱ  身体運動学Ⅰ/Ⅱ  人間発達学

体表解剖学  組織学 運動生理学 脳科学概論 

医学英語
応用解剖生理学 

臨床医学 リハビリテーション医学 病理学
内科学 神経内科学 整形外科学 精神医学

小児科学 臨床心理学
臨床栄養学  臨床薬理学 救急救命処置演習 

保健医療福祉 リハビリテーション概論 健康科学概論 社会福祉学概論 災害リハビリテーション 福祉住環境論 国際リハビリテーション学

専門科目

基礎作業療法学 作業療法学概論 運動分析学 作業療法教育学 作業療法管理学

作業療法評価学 作業療法評価学 身体機能評価学実習
作業療法評価学実習  精神機能評価学実習

神経機能評価学実習  発達機能評価学実習

作業療法治療学

身体機能作業療法学Ⅰ/Ⅱ 高次脳機能作業療法学

精神機能理学療法学Ⅰ/Ⅱ  日常生活活動学

生活行為向上マネジメント演習

身体機能作業療法学実習 精神機能理学療法学実習
運動器作業療法学 発達過程作業療法学
発達過程作業療法学実習 内部機能作業療法学
義肢装具学 職業関連活動学

地域作業療法 地域リハビリテーション学 地域作業療法学 多職種連携教育

発展科目A

（筋骨格系リハビリテーション 認知のリハビリテーション  
痛みのサイエンス 予防リハビリテーション
ニューロサイエンス スポーツサイエンス
ヘルスプロモーション がんリハビリテーション）

発展科目B
（社会自立支援技法
児童発達支援技法
地域社会支援技法）

総合科目

臨床実習 早期臨床体験実習 作業療法評価実習 臨床技能演習Ⅰ  作業療法総合実習Ⅰ
作業療法総合実習Ⅱ  臨床技能演習Ⅱ
作業療法地域実習

統合科目 作業療法特論Ⅰ 作業療法特論Ⅱ 作業療法総合演習

作業療法研究 作業療法研究法  作業療法セミナー 卒業研究

1年 2年 3年 4年

教育目標

１．品格と教養を備えた質の高い医療専門職の育成

少子高齢社会の到来を背景に医療の高度化と多様化が進んでいる。
様々な医療職が生まれ多職種協働による質の高い医療が求められて
おり、本学においては高度化・多様化に対応できる質の高い医療専門
職を育成する。

2．科学的思考に基づく専門的知識と技術を備え、その発展に寄与する
人材の育成

日進月歩の医学界にあって、知識と技術の絶え間ない向上は専門職と
しての社会的義務でもある。そうした責任感の下で、常に科学的な観点
から専門性を応用し、その発展に寄与できる人材を育成する。

3．健康科学の専門性を基礎にして社会に貢献できる人材の育成

地域医療が多様性を帯び、医療専門職には医学的・社会的な対応が
求められるようになってきた。健康科学を基礎にリハビリテーション医療
の専門職として社会に貢献できる人材を育成する。

DP1 教養

医療専門職としての幅広い教
養と品格を身につけ、質の高
い作業療法士の素養を有して
いる。

DP2 倫理

より良い社会生活への適応に
向け、常に作業療法士として
対象者に寄り添い支える
ことができる。

DP3 知識

作業療法士としてリハビリ
テーション医学の基礎知識を
修得し、適切な作業療法や社
会資源を提供することができ
る。
DP4 技術

作業療法士としての確かな知
識を基に、作業活動を通した
社会適応方法を選択し、基本
的な身体的心理的アプローチ
を実践できる。
DP5 科学

対象者のもつ問題解決のため
に、科学的思考に基づく作業
療法を実践し、その進歩発展
のために研鑽できる。

DP6 協働

医療福祉における作業療法士
としての役割と社会的要請を
理解し、多職種と協働して活
動できる素養がある。

DP7 貢献

地域社会のかかえる様々な健
康課題や社会適応課題に対し、
作業療法士としての専門性を
活かし社会参加を支援する能
力がある。

CP1 

1年次から4年次に向け、教養
的かつ基礎的科目から専門的
科目、それらを統合する総合
科目へと重層的に授業科目を
配置して学修成果を積み上げ
る。学修評価に際しては客観
的評価指標を用いて到達段階
を確認する。

CP3

教養基礎科目には選択科目を
取り入れ、学生個々の興味と
関心に基づく幅広い教養を身
につけ、職種を超えたコミュ
ニケーション能力を培う。

CP4

専門基礎科目では健康科学及
びリハビリテーション医学の
関連分野の学修を通して科学
的思考力を育み、作業療法士
としての医学的かつ専門的な
知識を修得する。

CP5

専門科目では作業活動や創作
活動を通した生活行為の改善
と環境調整技術、対人関係技
法等の基本的・専門的な知識
と技法を修得する。

CP6

実習科目ならびに演習科目を
各学年に配し、学修段階に応
じた実践的技術（スキル）を
身につける。

CP7

発展科目においては作業療法
士としての自らの学問的関心
に沿った選択により、専門性
を深めると同時に社会的課題
への関りを学ぶ。

CP8

地域リハビリテーション関連
科目および発展科目Bにおいて、
多職種協働、社会的貢献の実
践的アプローチを体験し、医
療現場の多様化や社会資源の
活用など、専門職としての在
り方を学修する。

CP9

臨床総合実習においては医療
機関を中心にした臨床環境を
準備し、科学的思考に基づく
知識技術の応用、倫理観や協
働意識のあり方を体験する。

CP2 

国家資格の作業療法士を養成
する専攻として、作業療法士
養成校指定規則に準拠した基
礎科目（教養基礎科目）、専
門基礎科目、専門科目、総合
科目を配置する。

（選択科目）

作業療法学専攻

AP1 教養・知識

医療専門職を目指すうえでの入学資格を満た
す基礎的な学力を有し、学習努力を継続でき
る者。

AP2 探求

専門分野に興味と関心を持ち、意欲的取り組
むこのできる者。

AP3 協調性・倫理観

多様な人々と交わることのできる柔軟性と寛
容さ及 び倫理観を兼ね備えた者。

AP4 貢献・積極性

社会の一員として地域に貢献する意欲と行動
力のある者。

科目区分
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必
修

選
択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

ラーニングリテラシー 1前 1 ● ● ●

1前 1 ● ●

1前 1 ● ● ●

1前 2 ● ●

1後 2 ● ●

1前 1 ● ●

1後 1 ● ●

1前 2 ● ●

1後 1 ● ●

1後 1 ● ●

1後 1 ● ● ●

3前 2 ● ● ●

1前 1 ● ● ● ●

1前 1 ● ●

データサイエンス

災害と共に生きる

ライフサイエンス生物

学バイオメカニクス 1後 1 ● ●

1前 2 ●

コミュニケーション論 1前 1 ● ●

コミュニケーション英語 1後 1 ● ●

異文化コミュニケーション 1後 1 ● ●

体育 スポーツ実践 1前 2 ● ● ●

－ 18 8

1前 2 ● ●

1後 2 ● ●

1前 1 ●

1後 1 ●

2前 1 ●

2後 1 ● ●

1前 2 ● ●

1後 2 ● ●

1前 1 ●

1後 1 ●

3後 1 ● ●

1前 2 ● ●

1後 2 ● ●

2前 2 ●

1前 2 ● ●

2後 2 ● ●

2前 1 ● ●

－ 26 0

理学療法学専攻：ディプロマ・ポリシー

初年次IPE演習

人間科学概論

① 医療専門職としての幅広い教養と品格を身につけ、質の高い理学療法士の素養を有している。（教養）

② 対象者の多様な健康問題に対し、常に対象者本位で最善の理学療法を志向する。（倫理）

③ 理学療法士としてリハビリテーション医学の基礎知識を修得し、望ましい理学療法を提供するため適切に
応用することができる。（知識）

④ 理学療法士としての確かな知識を基に、基本的な評価治療技術を適切に選択し、安全かつ的確に実践する
ことができる。（技術）

⑤ 対象者のもつ問題解決のために、科学的思考に基づく理学療法を実践し、その進歩発展のために研鑽でき
る。（科学）

⑥ 医療福祉における理学療法士としての役割と社会的要請を理解し、多職種と協働して活動できる素養があ
る。（協働）

⑦ 地域社会のかかえる様々な健康課題や生活課題に対し、理学療法士としての専門性を活かし積極的に支援
できる能力がある。（貢献）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 ディプロマ・ポリシー

理学療法学専攻　教育課程表

生理学Ⅱ

生理学演習Ⅰ

教
養
基
礎
科
目

初
年
次

科
目

人
間
の

探
求

社
会
の

探
求

自
然
の

探
求

言
語
の

探
求

小計（20科目）

教育と社会

基礎英語

医療人類学

社会学概論

情報と社会

法律と社会

情報リテラシー

医学英語

生理学演習Ⅱ

応用解剖生理学

身体運動学Ⅰ

身体運動学Ⅱ

運動生理学

心理学

生命倫理学

体表解剖学

組織学

生理学Ⅰ

教育課程表とディプロマ・ポリシー（DP）の関係

人間発達学

骨学筋学Ⅱリ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
基
礎
医
学

小計（17科目）

専
門
基
礎
科
目

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅱ

骨学筋学Ⅰ

脳科学概論
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リハビリテーション医学 1後 1 ● ●

病理学 1後 2 ●

内科学 2前 2 ●

神経内科学 2後 2 ●

整形外科学 2前 2 ●

精神医学 2前 2 ●

小児科学 2後 2 ●

臨床心理学 2後 2 ●

臨床栄養学 3前 1 ● ●

臨床薬理学 3前 1 ● ●

救急救命処置演習 3後 1 ● ● ● ●

－ 18 0

リハビリテーション概論 1前 1 ● ● ● ●

健康科学概論 2前 2 ● ● ● ●

社会福祉学概論 2後 2 ● ● ●

災害リハビリテーション 3後 1 ● ● ● ●

国際リハビリテーション学 4前 1 ● ● ● ●

福祉住環境論 3前 1 ● ● ● ●

－ 8 0

理学療法学概論 1前 1 ● ● ●

運動分析学 2後 1 ● ●

理学療法管理学 4前 1 ● ●

理学療法教育学 3後 1 ● ●

－ 4 0

1後 1 ● ●

2後 1 ● ●

1後 1 ● ●

2前 1 ● ●

2前 1 ● ●

理学療法評価学

理学療法評価学実習

形態評価学実習

筋機能評価学実習 

神経機能評価学実習

生理機能評価学実習 3前 1 ● ●

－ 6 0

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

3後 1 ● ●

3後 1 ● ●

3前 1 ● ●

3後 1 ● ●

3後 1 ● ●

－ 19 0

地域リハビリテーション学 2後 1 ● ● ●

地域理学療法学 3後 1 ● ● ●

多職種連携教育 3後 1 ● ● ●

－ 3 0

筋骨格系リハビリテーション 3前 1 ● ●

認知のリハビリテーション 3前 1 ● ●

痛みのサイエンス 3前 1 ● ●

予防リハビリテーション 3前 1 ● ● ●

ニューロサイエンス 3後 1 ● ●

スポーツサイエンス 3後 1 ● ●

ヘルスプロモーション 3後 1 ● ● ●

がんリハビリテーション 3後 1 ● ●

－ 0 8

社会自立支援技法 3前 1 ● ● ●

児童発達支援技法 3前 1 ● ● ●

地域社会支援技法 3前 1 ● ● ●

－ 0 3

発
展
科
目
A

小計（8科目）

発
展
科
目
B 小計（3科目）

理
学
療
法
評
価
学

小計（6科目）

理
学
療
法
治
療
学

運動療法学

運動療法学実習

物理療法学

物理療法学実習

日常生活活動学

日常生活活動学実習 

装具学

義肢学

神経理学療法学Ⅰ

神経理学療法学Ⅱ

神経理学療法学実習 

運動器理学療法学Ⅰ 

運動器理学療法学Ⅱ 

運動器理学療法学実習

スポーツ理学療法学 

小児理学療法学

呼吸器理学療法学

循環器理学療法学

代謝理学療法学

小計（19科目）

地
域

理
学
療
法 小計（3科目）

基
礎
理
学
療
法
学 小計（4科目）

臨
床
医
学

専
門
科
目

専
門
科
目
（

続
き
）

専
門
基
礎
科
目
（

続
き
）

小計（11科目）

保
健
医
療
福
祉

小計（6科目）
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臨床技能演習Ⅰ 3後 1 ● ●

臨床技能演習Ⅱ 4前 1 ● ●

早期臨床体験実習 1通 1 ● ● ● ● ●

理学療法臨床評価実習 2後 3 ● ● ● ● ●

理学療法臨床総合実習Ⅰ 3後 6 ● ● ● ● ●

理学療法臨床総合実習Ⅱ 4前 14 ● ● ● ● ●

理学療法地域実習 4前 1 ● ● ● ● ●

－ 27 0

理学療法特論Ⅰ 3通 1 ● ● ●

理学療法特論Ⅱ 4通 1 ● ● ●

理学療法総合演習 4後 2 ● ●

－ 4 0

理学療法研究法 3前 1 ● ● ●

理学療法セミナー 3前 1 ● ● ●

卒業研究 4通 3 ● ● ●

－ 5 0

20科目 33科目 87科目 21科目 53科目 29科目 12科目

理
学
療
法

研
究

小計（3科目）

理
学
療
法
臨
床
実
習

小計（7科目）

理
学
療
法

統
合
科
目

小計（3科目）

合　計　（110科目）

総
合
科
目
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必
修

選
択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

ラーニングリテラシー 1前 1 ● ● ●

情報リテラシー 1前 1 ● ●

初年次IPE演習 1前 1 ● ● ●

人間科学概論 1前 2 ● ●

心理学 1後 2 ● ●

生命倫理学 1前 1 ● ●

医療人類学 1後 1 ● ●

社会学概論 1前 2 ● ●

情報と社会 1後 1 ● ●

法律と社会 1後 1 ● ●

教育と社会 1後 1 ● ● ●

3前 2 ● ● ●

1前 1 ● ● ● ●

1前 1 ● ●

データサイエンス

災害と共に生きる

ライフサイエンス生物学

バイオメカニクス 1後 1 ● ●

基礎英語 1前 2 ●

コミュニケーション論 1前 1 ● ●

コミュニケーション英語 1後 1 ● ●

異文化コミュニケーション 1後 1 ● ●

保健体育 スポーツ実践 1前 2 ● ● ●

－ 18 8

解剖学Ⅰ 1前 2 ● ●

解剖学Ⅱ 1後 2 ● ●

骨学筋学Ⅰ 1前 1 ●

骨学筋学Ⅱ 1後 1 ●

体表解剖学 2前 1 ●

組織学 2後 1 ● ●

生理学Ⅰ 1前 2 ● ●

生理学Ⅱ 1後 2 ● ●

生理学演習Ⅰ 1前 1 ●

生理学演習Ⅱ 1後 1 ●

応用解剖生理学 3後 1 ● ●

身体運動学Ⅰ 1前 2 ● ●

身体運動学Ⅱ 1後 2 ● ●

運動生理学 2前 2 ●

人間発達学 1前 2 ●

脳科学概論 2後 2 ● ●

医学英語 2前 1 ● ●

－ 26 0

作業療法学専攻：ディプロマ・ポリシー

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 ディプロマ・ポリシー

教
養
基
礎
科
目

初
年
次
科
目

人
間
の

探
求

社
会
の

探
求

自
然
の

探
求

言
語
の

探
求

小計（20科目）

　教育課程表とディプロマ・ポリシー（DP）の関係

作業療法学専攻　教育課程表

① 医療専門職としての幅広い教養と品格を身につけ、質の高い作業療法士の素養を有している。（教養）

② より良い社会生活への適応に向け、常に作業療法士として対象者に寄り添い支えることができる。（倫理）

③ 作業療法士としてリハビリテーション医学の基礎知識を修得し、適切な作業療法や社会資源を提供することが
できる。（知識）

④ 作業療法士としての確かな知識を基に、作業活動を通した社会適応方法を選択し、基本的な身体的心理的アプ
ローチを実践できる。（技術）

⑤ 対象者のもつ問題解決のために、科学的思考に基づく作業療法を実践し、その進歩発展のために研鑽できる。
（科学）

⑥ 医療福祉における作業療法士としての役割と社会的要請を理解し、多職種と協働して活動できる素養がある。
（協働）

⑦ 地域社会における生活上の健康課題や社会適応課題に対し、作業療法士としての専門性を活かし社会参加を支
援する能力がある。（貢献）

専
門
基
礎
科
目

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
基
礎
医
学

小計（17科目）
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リハビリテーション医学 1後 1 ● ●

病理学 1後 2 ●

内科学 2前 2 ●

神経内科学 2後 2 ●

整形外科学 2前 2 ●

精神医学 2前 2 ●

小児科学 2後 2 ●

臨床心理学 2後 2 ●

臨床栄養学 3前 1 ● ●

臨床薬理学 3前 1 ● ●

救急救命処置演習 3後 1 ● ● ● ●

－ 18 0

リハビリテーション概論 1前 1 ● ● ●

健康科学概論 2前 2 ● ● ● ●

社会福祉学概論 2後 2 ● ● ●

災害リハビリテーション 3後 1 ● ● ● ●

国際リハビリテーション学 4前 1 ● ● ● ●

福祉住環境論 3前 1 ● ● ●

－ 8 0

作業療法学概論 1前 1 ● ●

基礎作業学 1後 1 ● ●

基礎作業学実習 2前 1 ● ●

作業分析学 2前 1 ● ●

作業療法管理学 4前 1 ● ●

作業療法教育学 3後 1 ● ●

－ 6 0

1後 1 ● ●

2後 1 ● ●

1後 1 ● ●

2前 1 ● ●

2前 1 ● ●

作業療法評価学

作業療法評価学実習

身体機能評価学演習

精神機能評価学実習

神経機能評価学実習

発達機能評価学実習 2後 1 ● ●

－ 6 0

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

2後 1 ● ●

2前 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

3前 1 ● ●

3後 1 ● ●

3前 1 ● ●

3後 1 ● ●

3後 1 ● ●

2後 1 ● ●

3前 1 ● ●

3前 1 ● ●

2後 1 ● ●

身体機能作業療法学Ⅰ

身体機能作業療法学Ⅱ

身体機能作業療法学実習

高次脳機能作業療法学

精神機能作業療法学Ⅰ

精神機能作業療法学Ⅱ

精神機能作業療法学実習

運動器作業療法学

高齢期作業療法学

発達過程作業療法学

発達過程作業療法学実習

内部機能作業療法学

日常生活活動学

日常生活活動学実習

義肢装具学

生活行為向上マネジメント演習

職業関連活動学 3後 1 ● ● ●

－ 17 0

地域リハビリテーション学 2後 1 ● ● ●

地域作業療法学 3後 1 ● ● ●

多職種連携教育 3後 1 ● ● ●

－ 3 0

筋骨格系リハビリテーション 3前 1 ● ●

認知のリハビリテーション 3前 1 ● ●

痛みのサイエンス 3前 1 ● ●

予防リハビリテーション 3前 1 ● ● ●

ニューロサイエンス 3後 1 ● ●

スポーツサイエンス 3後 1 ● ●

ヘルスプロモーション 3後 1 ● ● ●

がんリハビリテーション 3後 1 ● ●

－ 0 8

社会自立支援技法 3前 1 ● ● ● ●

児童発達支援技法 3前 1 ● ● ● ●

地域社会支援技法 3前 1 ● ● ● ●

－ 0 3

保
健
医
療
福
祉

発
展
科
目
A

小計（8科目）

発
展
科
目
B 小計（3科目）

作
業
療
法
治
療
学

小計（17科目）

専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目
（

続
き
）

専
門
科
目
（

続
き
）

地
域

作
業
療
法 小計（3科目）

基
礎
作
業
療
法
学

小計（6科目）

作
業
療
法
評
価
学

小計（6科目）

臨
床
医
学

小計（11科目）

小計（6科目）
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臨床技能演習Ⅰ 3後 1 ● ●

臨床技能演習Ⅱ 4前 1 ● ●

早期臨床体験実習 1通 1 ● ● ● ● ●

作業療法臨床評価実習 2後 3 ● ● ● ● ●

作業療法臨床総合実習Ⅰ 3後 6 ● ● ● ● ●

作業療法臨床総合実習Ⅱ 4前 14 ● ● ● ● ●

作業療法地域実習 4前 1 ● ● ● ● ●

－ 27 0

作業療法特論Ⅰ 3通 1 ● ● ●

作業療法特論Ⅱ 4通 1 ● ● ●

作業療法総合演習 4後 2 ● ●

－ 4 0

作業療法研究法 3前 1 ● ● ●

作業療法セミナー 3前 1 ● ● ●

卒業研究 4通 3 ● ● ●

－ 5 0

20科目 30科目 87科目 22科目 54科目 30科目 12科目

総
合
科
目

作
業
療
法
臨
床
実
習

小計（7科目）

作
業
療
法

統
合
科
目

小計（3科目）

作
業
療
法

研
究

小計（3科目）

合　計　（110科目）
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教養基礎
科目

初年次科目 ラーニングリテラシー  情報リテラシー  初年次IPE演習

人間の探求
人間科学概論 心理学  
（生命倫理学  医療人類学）

社会の探求
社会学概論  情報と社会
（法律と社会 教育と社会）

自然の探求
災害と共に生きる

（ライフサイエンス生物学  バイオメカニクス）
データサイエンス

言語の探求
基礎英語 コミュニケーション論
（コミュニケーション英語  異文化コミュニケーション）

保健体育 スポーツ実践

専門基礎
科目

リハビリテーション
基礎医学

解剖学Ⅰ/Ⅱ  骨学筋学Ⅰ/Ⅱ  生理学Ⅰ/Ⅱ

生理学演習Ⅰ/Ⅱ  身体運動学Ⅰ/Ⅱ  人間発達学

体表解剖学  組織学 運動生理学 脳科学概論 

医学英語
応用解剖生理学 

臨床医学 リハビリテーション医学 病理学
内科学 神経内科学 整形外科学 精神医学

小児科学 臨床心理学
臨床栄養学  臨床薬理学 救急救命処置演習 

保健医療福祉 リハビリテーション概論 健康科学概論 社会福祉学概論 災害リハビリテーション 福祉住環境論 国際リハビリテーション学

専門科目

基礎理学療法学 理学療法学概論 運動分析学 理学療法教育学 理学療法管理学

理学療法評価学 理学療法評価学 形態評価学実習
理学療法評価学実習  筋機能評価学実習

神経機能評価学実習
生理機能評価学実習

理学療法治療学

運動療法学  運動療法学実習  物理療法学
物理療法学実習 日常生活活動学 日常生活活動学実習
装具学 神経理学療法学Ⅰ/Ⅱ  
運動器理学療法学Ⅰ/Ⅱ  

義肢学 神経理学療法学実習 運動器理学療法学実習

スポーツ理学療法学 小児理学療法学

呼吸器理学療法学 循環器理学療法学 代謝理学療法学

地域理学療法 地域リハビリテーション学 地域理学療法学 多職種連携教育

発展科目A

（筋骨格系リハビリテーション 認知のリハビリテーション  
痛みのサイエンス 予防リハビリテーション
ニューロサイエンス スポーツサイエンス
ヘルスプロモーション がんリハビリテーション）

発展科目B
（社会自立支援技法
児童発達支援技法
地域社会支援技法）

総合科目

臨床実習 早期臨床体験実習 理学療法評価実習 臨床技能演習Ⅰ  理学療法総合実習Ⅰ
理学療法総合実習Ⅱ  臨床技能演習Ⅱ

理学療法地域実習

統合科目 理学療法特論Ⅰ 理学療法特論Ⅱ 理学療法総合演習

理学療法研究 理学療法研究法  理学療法セミナー 卒業研究

1年 2年 3年 4年

教育目標

１．品格と教養を備えた質の高い医療専門職の育成

少子高齢社会の到来を背景に医療の高度化と多様化が進んでいる。
様々な医療職が生まれ多職種協働による質の高い医療が求められて
おり、本学においては高度化・多様化に対応できる質の高い医療専門
職を育成する。

2．科学的思考に基づく専門的知識と技術を備え、その発展に寄与する
人材の育成

日進月歩の医学界にあって、知識と技術の絶え間ない向上は専門職と
しての社会的義務でもある。そうした責任感の下で、常に科学的な観点
から専門性を応用し、その発展に寄与できる人材を育成する。

3．健康科学の専門性を基礎にして社会に貢献できる人材の育成

地域医療が多様性を帯び、医療専門職には医学的・社会的な対応が
求められるようになってきた。健康科学を基礎にリハビリテーション医療
の専門職として社会に貢献できる人材を育成する。

DP1 教養

医療専門職としての幅広い教
養と品格を身につけ、質の高
い理学療法士の素養を有して
いる。

DP2 倫理

対象者の多様な健康問題に対
し、常に対象者本位で最善の
理学療法を志向する。

DP3 知識

理学療法士としてリハビリ
テーション医学の基礎知識を
修得し、望ましい理学療法を
提供するため適切に応用する
ことができる。
DP4 技術

理学療法士としての確かな知
識を基に、基本的な評価治療
技術を適切に選択し、安全か
つ的確に実践することができ
る。
DP5 科学

対象者のもつ問題解決のため
に、科学的思考に基づく理学
療法を実践し、その進歩発展
のために研鑽できる。

DP6 協働

医療福祉における理学療法士
としての役割と社会的要請を
理解し、多職種と協働して活
動できる素養がある。

DP7 貢献

地域社会のかかえる様々な健
康課題や生活課題に対し、理
学療法士としての専門性を活
かし積極的に支援できる能力
がある。

CP1 

1年次から4年次に向け、教養
的かつ基礎的科目から専門的
科目、それらを統合する総合
科目へと重層的に授業科目を
配置して学修成果を積み上げ
る。学修評価に際しては客観
的評価指標を用いて到達段階
を確認する。

CP3

教養基礎科目には選択科目を
取り入れ、学生個々の興味と
関心に基づく幅広い教養を身
につけ、職種を超えたコミュ
ニケーション能力を培う。

CP4

専門基礎科目では健康科学及
びリハビリテーション医学の
関連分野の学修を通して科学
的思考力を育み、理学療法士
としての医学的かつ専門的な
知識を修得する。

CP5

専門科目では理学療法学の各
分野における運動療法及び治
療方法を修得し、専門職とし
ての実践力を養う。

CP6

実習科目ならびに演習科目を
各学年に配し、学修段階に応
じた実践的技術（スキル）を
身につける。

CP7

発展科目においては理学療法
士としての自らの学問的関心
に沿った選択により、専門性
を深めると同時に社会的課題
への関りを学ぶ。

CP8

地域リハビリテーション関連
科目および発展科目Bにおいて、
多職種協働、社会的貢献の実
践的アプローチを体験し、医
療現場の多様化や社会資源の
活用など、専門職としての在
り方を学修する。

CP9

臨床総合実習においては医療
機関を中心にした臨床環境を
準備し、科学的思考に基づく
知識技術の応用、倫理観や協
働意識のあり方を体験する。

CP2 

国家資格の理学療法士を養成
する専攻として、理学療法士
養成校指定規則に準拠した基
礎科目（教養基礎科目）、専
門基礎科目、専門科目、総合
科目を配置する。

（選択科目）

理学療法学専攻

AP1 教養・知識

医療専門職を目指すうえでの入学資格を満た
す基礎的な学力を有し、学習努力を継続でき
る者。

AP2 探求

専門分野に興味と関心を持ち、意欲的取り組
むこのできる者。

AP3 協調性・倫理観

多様な人々と交わることのできる柔軟性と寛
容さ及 び倫理観を兼ね備えた者。

AP4 貢献・積極性

社会の一員として地域に貢献する意欲と行動
力のある者。

科目区分
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教養基礎
科目

初年次科目 ラーニングリテラシー  情報リテラシー  初年次IPE演習

人間の探求
人間科学概論 心理学  
（生命倫理学  医療人類学）

社会の探求
社会学概論  情報と社会
（法律と社会 教育と社会）

自然の探求
災害と共に生きる

（ライフサイエンス生物学  バイオメカニクス）
データサイエンス

言語の探求
基礎英語 コミュニケーション論
（コミュニケーション英語  異文化コミュニケーション）

保健体育 スポーツ実践

専門基礎
科目

リハビリテーション
基礎医学

解剖学Ⅰ/Ⅱ  骨学筋学Ⅰ/Ⅱ  生理学Ⅰ/Ⅱ

生理学演習Ⅰ/Ⅱ  身体運動学Ⅰ/Ⅱ  人間発達学

体表解剖学  組織学 運動生理学 脳科学概論 

医学英語
応用解剖生理学 

臨床医学 リハビリテーション医学 病理学
内科学 神経内科学 整形外科学 精神医学

小児科学 臨床心理学
臨床栄養学  臨床薬理学 救急救命処置演習 

保健医療福祉 リハビリテーション概論 健康科学概論 社会福祉学概論 災害リハビリテーション 福祉住環境論 国際リハビリテーション学

専門科目

基礎作業療法学 作業療法学概論 運動分析学 作業療法教育学 作業療法管理学

作業療法評価学 作業療法評価学 身体機能評価学実習
作業療法評価学実習  精神機能評価学実習

神経機能評価学実習  発達機能評価学実習

作業療法治療学

身体機能作業療法学Ⅰ/Ⅱ 高次脳機能作業療法学

精神機能理学療法学Ⅰ/Ⅱ  日常生活活動学

生活行為向上マネジメント演習

身体機能作業療法学実習 精神機能理学療法学実習
運動器作業療法学 発達過程作業療法学
発達過程作業療法学実習 内部機能作業療法学
義肢装具学 職業関連活動学

地域作業療法 地域リハビリテーション学 地域作業療法学 多職種連携教育

発展科目A

（筋骨格系リハビリテーション 認知のリハビリテーション  
痛みのサイエンス 予防リハビリテーション
ニューロサイエンス スポーツサイエンス
ヘルスプロモーション がんリハビリテーション）

発展科目B
（社会自立支援技法
児童発達支援技法
地域社会支援技法）

総合科目

臨床実習 早期臨床体験実習 作業療法評価実習 臨床技能演習Ⅰ  作業療法総合実習Ⅰ
作業療法総合実習Ⅱ  臨床技能演習Ⅱ
作業療法地域実習

統合科目 作業療法特論Ⅰ 作業療法特論Ⅱ 作業療法総合演習

作業療法研究 作業療法研究法  作業療法セミナー 卒業研究

1年 2年 3年 4年

教育目標

１．品格と教養を備えた質の高い医療専門職の育成

少子高齢社会の到来を背景に医療の高度化と多様化が進んでいる。
様々な医療職が生まれ多職種協働による質の高い医療が求められて
おり、本学においては高度化・多様化に対応できる質の高い医療専門
職を育成する。

2．科学的思考に基づく専門的知識と技術を備え、その発展に寄与する
人材の育成

日進月歩の医学界にあって、知識と技術の絶え間ない向上は専門職と
しての社会的義務でもある。そうした責任感の下で、常に科学的な観点
から専門性を応用し、その発展に寄与できる人材を育成する。

3．健康科学の専門性を基礎にして社会に貢献できる人材の育成

地域医療が多様性を帯び、医療専門職には医学的・社会的な対応が
求められるようになってきた。健康科学を基礎にリハビリテーション医療
の専門職として社会に貢献できる人材を育成する。

DP1 教養

医療専門職としての幅広い教
養と品格を身につけ、質の高
い作業療法士の素養を有して
いる。

DP2 倫理

より良い社会生活への適応に
向け、常に作業療法士として
対象者に寄り添い支える
ことができる。

DP3 知識

作業療法士としてリハビリ
テーション医学の基礎知識を
修得し、適切な作業療法や社
会資源を提供することができ
る。
DP4 技術

作業療法士としての確かな知
識を基に、作業活動を通した
社会適応方法を選択し、基本
的な身体的心理的アプローチ
を実践できる。
DP5 科学

対象者のもつ問題解決のため
に、科学的思考に基づく作業
療法を実践し、その進歩発展
のために研鑽できる。

DP6 協働

医療福祉における作業療法士
としての役割と社会的要請を
理解し、多職種と協働して活
動できる素養がある。

DP7 貢献

地域社会のかかえる様々な健
康課題や社会適応課題に対し、
作業療法士としての専門性を
活かし社会参加を支援する能
力がある。

CP1 

1年次から4年次に向け、教養
的かつ基礎的科目から専門的
科目、それらを統合する総合
科目へと重層的に授業科目を
配置して学修成果を積み上げ
る。学修評価に際しては客観
的評価指標を用いて到達段階
を確認する。

CP3

教養基礎科目には選択科目を
取り入れ、学生個々の興味と
関心に基づく幅広い教養を身
につけ、職種を超えたコミュ
ニケーション能力を培う。

CP4

専門基礎科目では健康科学及
びリハビリテーション医学の
関連分野の学修を通して科学
的思考力を育み、作業療法士
としての医学的かつ専門的な
知識を修得する。

CP5

専門科目では作業活動や創作
活動を通した生活行為の改善
と環境調整技術、対人関係技
法等の基本的・専門的な知識
と技法を修得する。

CP6

実習科目ならびに演習科目を
各学年に配し、学修段階に応
じた実践的技術（スキル）を
身につける。

CP7

発展科目においては作業療法
士としての自らの学問的関心
に沿った選択により、専門性
を深めると同時に社会的課題
への関りを学ぶ。

CP8

地域リハビリテーション関連
科目および発展科目Bにおいて、
多職種協働、社会的貢献の実
践的アプローチを体験し、医
療現場の多様化や社会資源の
活用など、専門職としての在
り方を学修する。

CP9

臨床総合実習においては医療
機関を中心にした臨床環境を
準備し、科学的思考に基づく
知識技術の応用、倫理観や協
働意識のあり方を体験する。

CP2 

国家資格の作業療法士を養成
する専攻として、作業療法士
養成校指定規則に準拠した基
礎科目（教養基礎科目）、専
門基礎科目、専門科目、総合
科目を配置する。

（選択科目）

作業療法学専攻

AP1 教養・知識

医療専門職を目指すうえでの入学資格を満た
す基礎的な学力を有し、学習努力を継続でき
る者。

AP2 探求

専門分野に興味と関心を持ち、意欲的取り組
むこのできる者。

AP3 協調性・倫理観

多様な人々と交わることのできる柔軟性と寛
容さ及 び倫理観を兼ね備えた者。

AP4 貢献・積極性

社会の一員として地域に貢献する意欲と行動
力のある者。

科目区分
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学術雑誌

雑誌名

1 脳と発達

2 クリニカルリハビリテーション

3 臨床精神医学

4 呼吸器ジャーナル

5 循環器ジャーナル

6 臨床スポーツ医学

7 リハビリテーション医学

8 老年医学

9 臨床作業療法

10 精神療法

11 作業療法ジャーナル

12 作業療法

13 理学療法ジャーナル

14 理学療法

15 精神医学

16 体育の科学

17 こころの科学

18 生体の科学

19 精神障害とリハビリテーション

20 総合リハビリテーション

21 月刊スポーツメディスン

22 Monthly Book 　Medical Rehabilitation

23 Monthly Book 　Medical Rehabilitation

24 The British Jounal of Occupational Therapy

25 Archives of Physical Medicine and Rehabilitation

26 Physiotherapy

電子ジャーナル

雑誌名

1 理学療法

2 総合リハビリテーション

3 理学療法ジャーナル

4 BRAIN and NERVE

5 臨床整形外科

6 作業療法ジャーナル

7 脊椎脊髄ジャーナル

8 地域リハビリテーション

9 言語聴覚研究

10 リハビリテーション医学

11 作業療法

土佐リハ学院　学術雑誌・電子ジャーナル一覧
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 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般 60 101 100

専門 49 102 104

洋書 専門 10 5 2

119 208 206

高知健康科学大学　整備予定蔵書数（内訳）

和書

計

261

255

17

計 533
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令和５年度

分類
購入
年度

出版社

一般 R5 ＢＬ出版

一般 R5 彩図社

一般 R5 大槻書店

一般 R5 慶応義塾大学出版

一般 R5 幻冬舎

一般 R5 幻冬舎

一般 R5 サンマーク出版

一般 R5 サンマーク出版

一般 R5 小学館

一般 R5 小学館

一般 R5 世界文化

一般 R5 東洋経済新報社

一般 R5 白夜書房

一般 R5 みすず書房

一般 R5 三輪書店

一般 R5 メディカ出版

一般 R5 河出書房新社

一般 R5 紀伊國屋書店

一般 R5 紀伊國屋書店

一般 R5 吉川弘文館

一般 R5 吉川弘文館

一般 R5 集英社

一般 R5 春秋社

一般 R5 春秋社

一般 R5 春秋社

土佐リハ学院　整備予定蔵書一覧

よけいなひと言を好かれるセリフに変える言いかえ図鑑

ウイルスも認知症も生きづらいのも、すべて歯のせい

学習まんが 日本の歴史 全20巻(発売後)

書名

アトラス　自然と文化を知るイラスト世界地図

ぼくはアスペルガー症候群　仕事と人間関係

沖縄戦が問うもの

オーウェル「一九八四年」ディストピアを生き抜くために

過敏で傷つきやすい人たち

老人をなめるな

一生頭がよくなり続けるすごい脳の使い方

怪異の民俗学　全8巻

〈叱る依存〉がとまらない

１００の思考実験

〈洗う〉文化史

アイヌ文化史辞典

アジア人物史 全12巻＋索引巻

別冊太陽　牧野富太郎

AIに負けない子どもを育てる

子どもから話したくなる「かぞくかいぎ」の秘密

アンネ・フランクはひとりじゃなかった

脳卒中患者だった理学療法士が伝えたい本当のこと

ジェンダーと脳

1人称単数の哲学　ソクラテスのように考える

ウイルスはささやく

無意味のススメ

1

2

3

4

5

6

13

14

15

16

17

18

7

8

9

10

11

12

25

19

20

21

22

23

24
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分類
購入
年度

出版社書名

一般 R5 春秋社

一般 R5 晶文社

一般 R5 世界文化社

一般 R5 西村書店東京出版編集部

一般 R5 創元社

一般 R5 創元社

一般 R5 大月書店

一般 R5 東京書籍

一般 R5 すばる舎

一般 R5 幻冬舎

一般 R5 あさ出版

一般 R5 春秋社

一般 R5 中央公論新社

一般 R5
クロスメディア・パブリッ
シング

一般 R5 日本実業出版社

一般 R5
ディスカヴァー・トゥエン
ティワン

一般 R5 東京書籍

一般 R5 東京書籍

一般 R5 東京書籍

一般 R5 東京書籍

一般 R5 東京書籍

一般 R5 東京書籍

一般 R5 東京書籍

一般 R5 東京書籍

一般 R5 東京大学出版会

一般 R5 東京大学出版会

カラースポーツ・運動栄養学大事典　健康生活・医療に役立つ

GIS

イラストで学ぶ　地理と地球科学の図鑑

10代からのSDGs

101のビジュアル・イリュージョン

リーダーは話し方が９割

私お先にゆきますわ

21世紀の道徳

クイズでわかる！世界まるごと大百科

明日できる仕事は今日やるな マニャーナの法則

アンゲラ・メルケル　東ドイツの物理学者がヨーロッパの母になるまで

いきもの寿命ずかん

お金のしくみを知りかしこく扱う方法

くらべる時代　昭和と平成

くらべる世界

面接・面談の達人 目には見えない力を鍛える125の問い

うまくやる ~コミュニケーションが変わる25のレッスン~

記憶する体

死をどう生きたか

最高の体調

すぐ「決めつける」バカ、まず「受けとめる」知的な人

くらべる東西

くらべる日本　東西南北

くらべる値段

「歴史総合」をつむぐ

14歳からのプログラミング

26

27

28

29

30

37

38

39

40

41

42

31

32

33

34

35

36

49

50

51

43

44

45

46

47

48
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分類
購入
年度

出版社書名

一般 R5 日本医事新報社

一般 R5 日本評論社

一般 R5 日本評論社

一般 R5 白水社

一般 R5 文芸社

一般 R5 平凡社

一般 R5 保育社

一般 R5 勁草書房

一般 R5 廣済堂あかつき

専門 R5 ELSEVIER

専門 R5 ELSEVIER

専門 R5 GEORG THIEME VERLAG

専門 R5 WOLTERS KLUWER

専門 R5 WOLTERS KLUWER

専門 R5 WOLTERS KLUWER

専門 R5 WOLTERS KLUWER

専門 R5 WOLTERS KLUWER

専門 R5 WOLTERS KLUWER

専門 R5 WOLTERS KLUWER

専門 R5 ＮＨＫ

専門 R5 医学書院

専門 R5 医学書院

専門 R5 医学書院

専門 R5 オーム社

専門 R5 ガイアブックス

専門 R5 シービーアール

「死にたい」に現場で向き合う

いやな気持ちは大事な気持ち

「その他の外国文学」の翻訳者

５．１３ある名門哲学科卒の脳卒中格闘記

「慰安婦」問題ってなんだろう？

アートって何だろう　はじめてアートに出会う本

あなたも名医！微生物×薬剤クロスリファレンス　微生物の特徴と適切
な抗菌薬がわかる！　ｊｍｅｄ　８１

Biomechanical Basis of Human Movement, 5th ed.

DeLisa's Physical Medicine & Rehabilitation, 6th ed.

Hoppenfeld's Rehabilitation & Treatment of Fractures,

Management of Common Orthopaedic Disorders, 5th

Motor Control, 6th ed.,(Int'l ed.)

Postoperative Orthopaedic Rehabilitation

アフリカから始める水の話

きみにもできる！よりよい世界のつくりかた　ＳＤＧｓにつながる小さ
な一歩

Muscle & Sensory Testing, 4th ed

Stroke, 7th ed.

Osteoporotic Fracture Care

Atlas of Osteopathic Techniques, 4th ed.

ＰＴ・ＯＴ学生のためのクリニカル・クラークシップ臨床実習ガイド　
実習での経験の仕方・学び方

栄養大全

Ｔｈｅ　Ｇｒａｓｐｉｎｇ　Ｈａｎｄ　手・上肢の構造と機能

筋疾患の骨格画像アトラス

ＡＯ法　骨折治療　ＦＯＯＴ　ａｎｄ　Ａｎｋｉｅ

イラストレクチャー認知神経科学　心理学と脳科学が解くこころの仕組
み

スポーツ筋損傷診断と治療法　ペーパーバック普及版

52

53

54

61

62

63

64

65

66

55

56

57

58

59

60

74

75

76

77

67

68

69

70

72

73

71
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分類
購入
年度

出版社書名

専門 R5 じほう

専門 R5 新星

専門 R5 パイインターナショナル

専門 R5 メジカルビュー社

専門 R5 メジカルビュー社

専門 R5 メジカルビュー社

専門 R5 メジカルビュー社

専門 R5 メディックメディア

専門 R5 メディックメディア

専門 R5 ライフサイエンス出版

専門 R5 医学書院

専門 R5 医学書院

専門 R5 医学通信社

専門 R5 医学通信社

専門 R5 医歯薬出版

専門 R5 医歯薬出版

専門 R5 医歯薬出版

専門 R5 医歯薬出版

専門 R5 医歯薬出版

専門 R5 医歯薬出版

専門 R5 丸善出版

専門 R5 協和企画

専門 R5 金原出版

専門 R5 金原出版

専門 R5 金原出版

専門 R5 慶應義塾大学出版会

初期研修医・総合診療医のための小児科ファーストタッチ

ビジュアル大事典

スポーツ栄養学ハンドブック

５Ｗ１Ｈでわかりやすく学べる作業療法理論の教科書

５つの臨床推論で整理して学ぶ作業療法リーズニングの教科書

がんのリハビリテーションマニュアル　周術期から緩和ケアまで　第２
版

手術術式の完全解説　診療報酬点数表　１４３７術式のポイントと適応
疾患・使用材料　２０２２－２３年版

臨床手技の完全解説　診療報酬点数表　処置・リハビリ・生体検査・注
射・麻酔・放射線治療・精神科専門療法／適応疾患と手技　２０２２－
２３年版

’２３　ＳＴ基礎科目　言語聴覚士国家試験必修ポイント

ＰＴ・ＯＴ基礎から学ぶ精神医学ノート　理学療法士・作業療法士　第
２版

イラストでわかる運動器障害理学療法　ＰＴ入門

Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｒｅ‐Ｏｐｅｒａｔｉｏｎｓ　脳神経外
科における再手術・再治療　新ＮＳ　ＮＯＷ　Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒ
ｙ　１６

シチュエーションで学ぶ輸液レッスン　第３版

クエスチョン・バンク理学療法士・作業療法士国家試験問題解説　２０
２３共通問題

クエスチョン・バンク理学療法士国家試験問題解説　２０２３専門問題

サンフォード感染症治療ガイド　日本語版　２０２２

ＰＴ／ＯＴ／ＳＴのための臨床に活かすエビデンスと意思決定の考えか
た

Think critically　クリティカル・ シンキングで真実を見極める

当直医マニュアル　２０２３

極論で語る腎臓内科　第２版

78

79

86

87

88

89

90

91

80

81

82

84

83

85

92

93

94

’２３　障害別ＯＴ治療学　ＰＴ／ＯＴ国家試験必修ポイント

ＰＴ・ＯＴ・ＳＴのためのリハビリテーション栄養　基礎からリハ栄養
ケアプロセスまで　第３版

’２１　脳卒中治療ガイドライン

ＰＴ・ＯＴのための運動学テキスト　基礎・実習・臨床　補訂版

ＰＴ・ＯＴのための臨床技能とＯＳＣＥ　機能障害・能力低下への介入
編　第２版

ＰＴ・ＯＴのための臨床実習の鉄則　実習準備からレポート作成まで

95

96

97

98

99

100

101

102

103
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分類
購入
年度

出版社書名

専門 R5 三輪書店

専門 R5 三輪書店

専門 R5 三輪書店

専門 R5 三輪書店

専門 R5 三輪書店

専門 R5 三輪書店

専門 R5 三輪書店

専門 R5 診断と治療社

専門 R5 誠信書房

専門 R5 誠信書房

専門 R5 日本看護協会出版会

専門 R5 文光堂

専門 R5 文光堂

専門 R5 羊土社

専門 R5 羊土社

専門 R5 シービーアール

ＡＤＬ　第２版　ＰＴ・ＯＴビジュアルテキスト

ＥＲ実践ハンドブック　現場で活きる初期対応の手順と判断の指針　改
訂版

小児の作業療法　匠の技術

ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ・心理職のための高次脳機能障害・精神医学・心理学
必修キーワード

カウンセリングの理論（上）

カウンセリングの理論（下）

災害現場でのトリアージと応急処置　第３版

ＰＴ・ＯＴのための画像評価学テキスト

ジェネラリストのための向精神薬の使い方

１２人のクライエントが教えてくれる作業療法をするうえで大切なこと　
続

Ｃｒｉｔｉｃａｌ　Ｔｈｉｎｋｉｎｇ脊椎外科　第２版

ＯＴ・ＰＴのための住環境整備論　第３版

ＯＴ臨床ハンドブック　ポケット版　聖マリアンナ医科大学病院リハビ
リテーションセンター　第２版

インソールマニュアル　姿勢と歩行を快適にする運動連鎖アプローチ　
第２版

エビデンスに基づくボツリヌス治療　上肢・下肢痙縮に対するリハビリ
テーションの最適化のために

104

105

106

107

研修医当直御法度　ピットフォールとエッセンシャルズ　第７版

114

115

116

117

118

119

108

111

109

110

112

113

ー審査意見（6月）（資料）ー29ー



令和６年度

分類
購入
年度

出版社

一般 R6 ＢＬ出版

一般 R6 青土社

一般 R6 シーエムシー出版

一般 R6 ポプラ社

一般 R6 ポプラ社

一般 R6 ポプラ社

一般 R6 みすず書房

一般 R6 ミネルヴァ書房

一般
R6 河出書房新社

一般 R6 河出書房新社

一般 R6 河出書房新社

一般 R6 河出書房新社

一般 R6 河出書房新社

一般 R6 河出書房新社

一般 R6 学苑社

一般 R6 紀伊國屋書店

一般 R6 紀伊國屋書店

一般 R6 紀伊國屋書店

一般 R6 紀伊國屋書店

一般 R6 吉川弘文館

一般 R6 吉川弘文館

一般 R6 慶應義塾大学出版会

一般 R6 慶應義塾大学出版会

一般 R6 合同出版

一般 R6 合同出版

一般 R6 春秋社

4 ビジュアル宇宙探検図鑑　美しい宇宙の謎にせまる

5 ビジュアル地球探検図鑑　おどろくべき大地の姿とメカニズム

6 恐竜と古代の生物図鑑　圧倒的ビジュアルで迫る驚異の世界

書名

ヒストリーアトラス　世界がつながるイラスト歴史地図1

2 なぜ私たちは友だちをつくるか

3 核酸医薬の創製と応用展開　普及版　ファインケミカルシリーズ

10
ピーナッツ大図鑑　スヌーピーとチャーリー・ブラウンと仲間たちのす
べて

11 ピクチャーペディア　なんでもいっぱい大図鑑　増補改訂版

12 びっくり！動物園のおしごと大図鑑　７０のひみつにせまる！

7 給料はあなたの価値なのか

8 科学的思考のススメ

9
世界探検全集　全16巻

16 飛び道具の人類史

17 働くことの哲学

18 ぼくはテクノロジーを使わずに生きることにした

13 まるごとわかる！海の科学大図鑑

14 進化をたどる７億年の旅　太古のいきものを探しにいこう

15
言語・思考・感性の発達からみた聴覚障害児の指導方法　豊かな言葉で
確かに考え、温かい心で感じる力を育てる

22 もっともシンプルな英語ライティング講義

23 新版　大学生が知っておきたい生活のなかの法律

24 ミツバチの本

19 マークの本

20 古代の食を再現する

21 事典 太平洋戦争と子どもたち

25 海の生きものの本

26 なぜ私は凍りついたのか　ポリヴェーガル理論で読み解く性暴力と癒し
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分類
購入
年度

出版社書名

一般 R6 春秋社

一般 R6 春秋社

一般 R6 春秋社

一般 R6 晶文社

一般 R6 晶文社

一般 R6 新星出版社

一般 R6 誠信書房

一般 R6 誠信書房

一般 R6 誠文堂新光社

一般 R6 創元社

一般 R6 創元社

一般 R6 創元社

一般 R6 創元社

一般 R6 大月書店

一般 R6 大月書店

一般 R6 筑摩書房

一般 R6 筑摩書房

一般 R6 筑摩書房

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

28 医療民俗学序説　日本人は厄災とどう向き合ってきたか

29 君ならわかる哲学

30 まちの風景をつくる学校

27 マンガで読む14歳のための現代物理学と般若心経

34 情報発信者（メッセンジャー）の武器

35
自然の一生図鑑　あらゆるものの“ライフサイクル”を知って地球環境
を学ぶ　はじまりからおわりまでのお話６０

36 ひと目でわかる　マネジメントのしくみとはたらき図鑑

31 維摩さまに聞いてみた

32 ビジュアル大事典

33 ビッグゴッド

40 大学生になるってどういうこと？　第2版

41 メディアリテラシーを学ぶ

42 改訂版　金持ち父さん　貧乏父さん

37 もしも紫式部が大企業のOLだったなら　大鏡篇

38 国際平和協力

39 寝るのが楽しくなる睡眠のひみつ

46 奇跡の大自然図鑑

47 ネットとSNSを安全に使いこなす方法

48 パターン・デザイン大全

43 海をあげる

44 実在とは何か

45 つながる百科　地球なんでも大図鑑

52 ビジュアルマップ大図鑑 世界史

49 ビジュアル大大図鑑　中国の歴史

50 まぎらわしい現実の大図鑑

51 パワーブック　世界を変えてやるチカラ
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分類
購入
年度

出版社書名

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

53 フィンセント・ファン・ゴッホの思い出

54 プラスチックの現実と未来へのアイデア

58 もっと知りたい科学入門

59 レオナルド・ダ・ヴィンチを探して

60 ワイド判　散歩が楽しくなる 空の手帳

55 まちのしくみ

56 ミケランジェロ・ブオナローティの生涯

57 みつけて！アートたんてい

64 英語で読む外国人がほんとに知りたい日本の文化と歴史

65 英語で読む日本の歴史をつくった女性たち

66 奇跡の大自然図鑑

61 ワイド判　散歩が楽しくなる雑草手帳

62 ワイド判　散歩が楽しくなる樹の手帳

63 移民の世界史

70 算数・数学で何ができるの？

71 子どもと木であそぶ

72 似ていることば

67 気候危機がサクッとわかる本

68 義足ランナー

69 見つける東京

76 色彩のデザイン図鑑

77 信じられない現実のうんこ科学図鑑

78 信じられない現実の生きもの図鑑

73 似ている英語

74 自分のこころとうまく付き合う方法

75 小学生教科書まるごとクイズ大全
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分類
購入
年度

出版社書名

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京書籍

一般 R6 東京大学出版会

一般 R6 東京大学出版会

一般 R6 日本評論社

一般 R6 日本評論社

一般 R6 日本評論社

一般 R6 日本評論社

一般 R6 日本評論社

一般 R6 白水社

一般 R6 白水社

一般 R6 白水社

一般 R6 白水社

一般 R6 平凡社

一般 R6 平凡社

一般 R6 勁草書房

一般 R6 勁草書房

一般 R6 勁草書房

一般 R6 勁草書房

一般 R6 ユサブル

一般 R6 扶桑社

一般 R6 扶桑社

一般 R6 日本看護協会出版会

専門 R6 WOLTERS KLUWER

専門 R6 WOLTERS KLUWER

専門 R6 WOLTERS KLUWER

82 漢文ノート

83 学問としての教育学

84 詰将棋の世界

79 信じられない現実の大図鑑2

80 新訂版　信じられない現実の大図鑑

81 リベラルアーツの法学

88 とってもナチュラル　ふだんのひとことフランス語

89 ノブレス・オブリージュ　イギリスの上流階級

90 ブックセラーズ・ダイアリー

85 裁判員制度の10年

86 児童養護施設で暮らすということ

87 食卓から地球を変える

94 ソーシャルメディア解体全書

95 ゆるぎなき自由

96 基礎から学ぶ宗教と宗教文化

91 寝るまえ5分のパスカル「パンセ」入門

92 宮廷のデザイン

93 障害者ってだれのこと？

100 避難所に行かない防災の教科書

101 災害現場でのトリアージと応急処置

102 Rehabilitation of the Spine, 3rd ed

97 食農倫理学の長い旅

98
思考のリミッターを外す非常識力　日本一不親切な介護施設に行列がで
きる理由

99 レスキューナースが教える 新型コロナ×防災マニュアル

103 Tecklin's Pediatric Physical Therapy, 6th ed.

104 Textbook of Spinal Surgery, 4th ed., in 2 vols.
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分類
購入
年度

出版社書名

専門 R6 WOLTERS KLUWER

専門 R6 WOLTERS KLUWER

専門 R6 シービーアール

専門 R6 シービーアール

専門 R6 シービーアール

専門 R6 シービーアール

専門 R6 シービーアール

専門 R6 じほう

専門 R6 ナツメ社

専門 R6 ヒューマン・プ

専門 R6 ヒューマン・プレス

専門 R6 ヒューマン・プレス

専門 R6 マイナビ出版

専門 R6 メジカルビュー社

専門 R6 メジカルビュー社

専門 R6 メジカルビュー社

専門 R6 メジカルビュー社

専門 R6
メディカル・サイエンス・
インターナショナル

専門 R6
メディカル・サイエンス・
インターナショナル

専門 R6 メディカルプレス

専門 R6 メディカ出版

専門 R6 メディカ出版

専門 R6 メディカ出版

専門 R6 医学書院

専門 R6 医学書院

専門 R6 医学書院

106 Willard & Spackman's Occupational Therapy, 13th ed

107 リハビリテーションのための姿勢と動作

108 医療観察法と司法精神科作業療法臨床ハンドブック

105 Travell, Simons & Simons' Myofascial Pain & Dysfunction

113
なぜ痛い？どう治す？運動器疾患のメカニズムとリハビリテーション医
療　豊富なイラストと写真で見てわかる！

114 言語聴覚士のアルバム

115 リハ実践ポケット手帳　ＰＴ・ＯＴ・ＳＴのリスク管理

109 外来リハ・通所リハ・通所介護のリハビリテーション　運動器疾患編

110
外来リハ・通所リハ・通所介護のリハビリテーション　組織マネジメン
トと高齢者リハビリ編

112 つながる薬学

120 高齢者リハビリテーション実践マニュアル　改訂第２版

121 実践関節リウマチ診療　内科治療から外科手術まで

122

123

ハリソン内科学　第５版　２巻セット

フレームワークで考える内科診断

116 疾患別リハビリテーションリスク管理マニュアル　第２版

118
バランス障害リハビリテーション　障害像を的確にとらえるための基礎
理論と評価・治療の進め方

119
リハビリテーション医学　Ｃｒｏｓｓｌｉｎｋ　ｂａｓｉｃリハビリ
テーションテキスト

127 新・脳血管内治療兵法書　宮地流心・技・体六十八手　第２版

128 リハビリテーションレジデントマニュアル　第４版

129 回復期リハビリテーションで「困った！」ときの臨床ノート

124 新生児リハビリテーション

125
回復期リハ病棟の失敗する介入×（と）成功する介入　うまくいかな
かった事例は学びの宝庫だった　オールカラー

126
高次脳機能障害ビジュアル大事典　ナース・ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ必携！　
オールカラー

130 検査値と画像データから読み解く薬効・副作用評価マニュアル

111 消化器内科専攻医マニュアル

117 運動器・整形外科の基本　オールカラー　運動・からだ図解
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分類
購入
年度

出版社書名

専門 R6 医学書院

専門 R6 医学図書出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医歯薬出版

専門 R6 医道の日本社

専門 R6 運動と医学の出版社

専門 R6 永井書店

専門 R6 学研メディカル秀潤社

専門 R6 学研メディカル秀潤社

専門 R6 協同医書出版社

専門 R6 協同医書出版社

専門 R6 金原出版

専門 R6 金原出版

専門 R6 金芳堂

専門 R6 克誠堂出版

133
ビジュアル治療食３００　カラー版　栄養成分別・病態別栄養食事療法　
第２版

134
ビジュアル治療食３００　栄養成分別・病態別栄養食事療法　食品・献
立データ付　第３版

136
リハビリ専門職のためのがんリハビリテーション　こんなときどうす
る！？ここが知りたい！！

135 ママ＆パパの疑問にこたえる乳幼児の摂食支

131 神経システムがわかれば脳卒中リハ戦略が決まる

132 泌尿器外傷診療ガイドライン　２０２２年版

140
高次脳機能障害のための神経心理学的リハビリテーション　英国ｔｈｅ　
Ｏｌｉｖｅｒ　Ｚａｎｇｗｉｌｌ　Ｃｅｎｔｒｅでの取り組み

141 高次脳機能障害学　第３版

142 子どもの食べる機能の障害とハビリテーション

137 運動器理学療法学　最新理学療法学講座

138 筋膜マニピュレーション　実践編レベル２　第２版

139 口にかかわるすべての人のための誤嚥性肺炎予防

146
つなげる！バイタルショルダーコンプレックス　肩複合体：評価、治
療、リハビリテーション

147 基礎科学を融合した理学療法推論の実際

148 よくわかる失語症セラピーと認知リハビリテーション

143 失語リハビリＱ＆Ａ　フレッシュＳＴのギモンを解決！

144 疾患別　嚥下障害

145 就労支援の作業療法

153 小児輸液のトリセツ

154 患者さんのための胃がん治療ガイドライン　２０２３年版

155
作業療法士のための超実践！シングルケースデザイン　導入から統計手
法まで　すぐに使えるＥｘｃｅｌ・Ｒのサンプルデータ付き

149 リハビリの心と力　かかわることで学んだ輝く命のＳｔｏｒｙ　第３版

150 「子どもが苦手」な研修医へ小児救急の極意を伝授

152 身体障害の作業療法　改訂第６版

151
言語機能系の再学習プロセスに向かって　失語症のリハビリテーション
のために

156 麻酔科医のための体外循環の知識
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分類
購入
年度

出版社書名

専門 R6 国立長寿医療研究センター

専門 R6 三輪書店

専門 R6 三輪書店

専門 R6 三輪書店

専門 R6 三輪書店

専門 R6 三輪書店

専門 R6 三輪書店

専門 R6 三輪書店

専門 R6 三輪書店

専門 R6 新興医学出版社

専門 R6 新興医学出版社

専門 R6 診断と治療社

専門 R6 診断と治療社

専門 R6 診断と治療社

専門 R6 診断と治療社

専門 R6 診断と治療社

専門 R6 診断と治療社

専門 R6 診断と治療社

専門 R6 青海社

専門 R6 青海社

専門 R6 青海社

専門 R6 全日本病院出版会

専門 R6 池田書店

専門 R6 中外医学社

専門 R6 中外医学社

専門 R6 中外医学社

160 環境適応実践実技ノート　中枢神経系障害への知覚探索アプローチ

161 近代ボバース概念による正常発達分析　脳性まひの治療示唆

162 作業療法における上肢機能アプローチ　疾患別

158 運動器の傷害と機能障害　その病態とメカニズム

159
患者さんの主観的体感とリハ治療　レジェンド冨田昌夫×サバイバー小
林純也　シリーズＣＲＯＳＳ　ＲＥＨＡ

166
実践！失語症のリハビリテーション　症例から学ぶ訓練プランの組み立
て方

167
医薬品に関する臨床系論文の読み方　ランダム化比較試験からリアル
ワールドデータ研究まで

168 成人スチル病診療ガイドライン　２０１７年版　２０２３年Ｕｐｄａｔ

163 作業療法に役立つ臨床推論

164 司法精神科作業療法

165
実践運動学習のＲＥＢＵＩＬＤＩＮＧ　身体の動きと体性感覚に基づく
運動学習

172 事例に学ぶＡＹＡ世代のがん　サポーティブケア・緩和ケア

173 小児免疫性血小板減少症診療ガイドライン　２０２２年版

174 「イラスト」めまいの検査　改訂第３版

169
慢性活動性ＥＢウイルス病とその類縁疾患の診療ガイドライン　２０２
３

170 ＥＢウイルス関連胃癌　改訂第２版

171 最新ＮＩＣＵマニュアル　改訂第７版

178
輝生会がおくる！リハビリテーションチーム研修テキスト　チームアプ
ローチの真髄を理解する

179
股関節痛の教科書　自分に合ったケアと治療法がわかる　専門医と理学
療法士が徹底解説！

180 運動学・神経学エビデンスと結ぶ脳卒中理学療法

175 活動分析アプローチ　中枢神経系障害の評価と治療　第２版

176
重度障害者への活動分析アプローチ　下　具体的症状に対する介入と応
用

177
重度障害者への活動分析アプローチ　上　基本的介入のあり方から治療
展開へ

181 血液内科グリーンノート　第２版

182 心臓リハビリテーショングリーンノート

157
軽度認知障害と認知症の人および家族・介護者のためのリハビリテー
ションマニュアル　２０２２年版
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分類
購入
年度

出版社書名

専門 R6 中外医学社

専門 R6 中外医学社

専門 R6 中外医学社

専門 R6 中山書店

専門 R6 中山書店

専門 R6 中山書店

専門 R6 朝倉書店

専門 R6 南江堂

専門 R6 南江堂

専門 R6 南江堂

専門 R6 南江堂

専門 R6 南江堂

専門 R6 南山堂

専門 R6 南山堂

専門 R6
日本リハビリテーション医
学教育推進機構

専門 R6 日本医事新報社

専門 R6 日本医事新報社

専門 R6 日本医事新報社

専門 R6 日本医事新報社

専門 R6 日本医事新報社

専門 R6 福村出版

専門 R6 文光堂

専門 R6 文光堂

専門 R6 文光堂

専門 R6 羊土社

専門 R6 羊土社

184 ＥＢＭから考える生殖医療　生殖医療フロントラインＭＯＯＫ　１

185 医師が知っておきたい法律の知識　続　医療トラブルを回避する対策

186 運動器スペシャリストのための整形外科保存療法実践マニュアル

183 心不全の心臓リハビリテーション　Ｕ４０世代のａｎｓｗｅｒ

190 リハビリテーション概論のいろは　はじめての講義

191
運動器リハビリテーションシラバス　セラピストのための実践マニュア
ル　改訂第５版

192 骨粗鬆症治療薬の選択と使用法　骨折の連鎖を防ぐために　改訂第２版

187 講座精神疾患の臨床　６　てんかん　睡眠・覚醒障害

188 作業療法テキスト　高次脳機能障害・実習　１５レクチャーシリーズ

189 心療内科学　診断から治療まで

201 股関節のスポーツリハビリテーション

196 絵でまるわかり分子標的抗がん薬　改訂２版

197 耳鼻咽喉科頭頸部外科領域のリハビリテーション医学・医療テキスト

198
フルカラーでやさしくわかる！腰痛の理学療法　医師と理学療法士の
タッグで腰痛患者を治す！

193 骨転移診療ガイドライン　改訂第２版

194 コンパス薬物治療学　改訂第２版

195 リハビリテーション診療クリニカルガイド

208 運動学　第２版　ＰＴ・ＯＴビジュアルテキスト専門基礎

205
小児・発達期の包括的アプローチ　ＰＴ・ＯＴのための実践的リハビリ
テーション

206 糖尿病治療ガイド　２０２２－２０２３

207 リハビリテーション管理学　ＰＴ・ＯＴビジュアルテキスト

202 レジデントのための内科診断の道標

203 運動器ケア　治す医療から多職種で治し支えるケアへ

204 運動器理学療法超音波フロンティア　Ｖｏｌ．２

199 運動器の体外衝撃波治療マニュアル

200 肩のスポーツリハビリテーション
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令和７年度

分類
購入
年度

出版社

一般 R7 みすず書房

一般 R7 みすず書房

一般 R7 みすず書房

一般 R7 ミネルヴァ書房

一般 R7 ミネルヴァ書房

一般 R7 ミネルヴァ書房

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

24 日本文学１４）南方熊楠／柳田國男／折口／常一

25 日本文学１５）谷崎潤一郎

26 日本文学１６）宮沢賢治／中島敦

19 日本文学９）平家物語

20 日本文学１０）能・狂言／説経節／曾根崎心中

21 日本文学１１）好色一代男／雨月物語／他２

22 日本文学１２）松尾芭蕉／与謝蕪村

23 日本文学１３）樋口一葉／夏目漱石／森鴎外

14 日本文学４）源氏物語　上

15 日本文学５）源氏物語　中

16 日本文学６）源氏物語　下

17 日本文学７）枕草子　方丈記　徒然草

18 日本文学８）日本霊異記／今昔／宇治拾遺／発心集

1 猫に学ぶ

書名

2 皮膚、人間のすべてを語る

3 味の台湾

4 大学１年生の君が、はじめてレポートを書くまで。

5 中高生のための哲学入門

6 命のビザ　評伝・杉原千畝

7 世界の乗りもの大図鑑

8 世界の植物大図鑑

9 地球の生物大図鑑　ヴィジュアル版

10 地球一周！世界の国ぐに大図鑑

11 日本文学１）古事記

12 日本文学２）口訳万葉集／百人一首／新々百人一首

13 日本文学３）竹取物語／伊勢物語／他３
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分類
購入
年度

出版社書名

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 河出書房新社

一般 R7 吉川弘文館

一般 R7 吉川弘文館

一般 R7 吉川弘文館

一般 R7 慶應義塾大学出版会

一般 R7 慶應義塾大学出版会

一般 R7 創元社

一般 R7 創元社

一般 R7 創元社

一般 R7 創元社

一般 R7 創元社

一般 R7 東京書籍

49 世界を変えた150の哲学の本

50 地球があぶない！地図で見る気候変動の図鑑

51 日英仏３言語　ビジュアル版　世界人権宣言

52 図鑑　デザイン全史

44 歴代内閣・首相事典　増補版

45 誰よりも、うまく書く

46 中国料理の世界史

47 世界の人物大年表　ビジュアル版

48 世界の歴史大年表　ビジュアル版

39 日本文学２９）近現代詩歌

40 日本文学３０）日本語のために

41 博物館のバックヤードを探検しよう！　博物館のすごい裏側大図鑑

42 日本建築を作った職人たち

43 日本史人物〈あの時、何歳？〉事典

34 日本文学２４）石牟礼道子

35 日本文学２５）須賀敦子

36 日本文学２６）近現代作家集　Ⅰ

37 日本文学２７）近現代作家集　Ⅱ

38 日本文学２８）近現代作家集　Ⅲ

29 日本文学１９）石川淳／辻邦生／丸谷才一

30 日本文学２０）吉田健一

31 日本文学２１）日野啓三／開高健

32 日本文学２２）大江健三郎

33 日本文学２３）中上健次

27 日本文学１７）堀辰雄／福永武彦／中村真一郎

28 日本文学１８）大岡昇平
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分類
購入
年度

出版社書名

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍78 目でみる地下の図鑑

73 目でみる漢字

74 目でみる算数の図鑑

75 目でみる水面下の図鑑

76 目でみる数字

77 目でみる単位の図鑑

68 目でみるアスリートの図鑑

69 目でみることば

70 目でみることば　有頂天

71 目でみることば２

72 目でみることばのずかん

63 地政学世界地図

64 著作権ハンドブック

65 彫刻の歴史

66 超約ヨーロッパの歴史

67 目でみる1㎜の図鑑

59 世界甲虫大図鑑

60 生物に学ぶ ガラパゴス・イノベーション

61 知っておきたい！モノ・人体・地球のしくみセット【全3巻】

62 地球博物学大図鑑

54 図鑑 世界の哲学者

55 図鑑 世界の文学者

56 図説 人新世　環境破壊と気候変動の人類史

57 数の女王

58 世界は女性が変えてきた

53 図鑑 世界の作曲家
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分類
購入
年度

出版社書名

一般 R7 東京大学出版会

一般 R7 東京大学出版会

一般 R7 東京大学出版会

一般 R7 白水社

一般 R7 新星出版社

一般 R7 白水社

一般 R7 みすず書房

一般 R7 徳間書店

一般 R7 講談社

一般 R7 アスコム

一般 R7 中央法規出版

一般 R7 ダイヤモンド社

一般 R7
幻冬舎メディアコンサル
ティング

一般 R7 すばる舎

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

一般 R7 東京書籍

専門 R7 WOLTERS KLUWER

専門 R7 WOLTERS KLUWER

専門 R7 Ｇａｋｋｅｎ

専門 R7 文光堂

103 集中治療医学

104 図解運動療法ガイド

98 OCEAN LIFE 図鑑 海の生物

99 ZOOLOGY 図鑑 動物の世界

100 あなたを変える行動経済学

101 Fractures, 4th ed.

102 Localization in Clinical Neurology, 8th ed.

93 ART SINCE 1900 図鑑 1900年以後の芸術

94 FLORA 図鑑 植物の世界

95 ＧＥＭＳ　美しき宝石と鉱物の世界

96 ｉＰＳ細胞の研究室

97 MICRO LIFE　図鑑　美しきミクロの世界

88 発達障害の人が見ている世界

89 父と娘の認知症日記

90 脳が認める勉強法

91 本物ケア

92 人は聞き方が9割

83 数学アタマがぐんぐん育つ算数の実験大図鑑

84 戦争記念碑は物語る

85 誰がために医師はいる

86 ギリギリまで我慢していまうあなたへ　逃げる技術

87 単純な脳、複雑な「私」

79 政治学 第2版

80 津田梅子

81 飛ばないトカゲ

82 第七師団と戦争の時代
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分類
購入
年度

出版社書名

専門 R7 シービーアール

専門 R7 すばる舎

専門 R7 マキノ出版

専門 R7 三和書店

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7 メジカルビュー社

専門 R7
メディカル・サイエンス・
インターナショナル

専門 R7
メディカル・サイエンス・
インターナショナル

専門 R7
メディカル・サイエンス・
インターナショナル

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

128 病気がみえる　ｖｏｌ．１１　運動器・整形外科

129 病気がみえる　ｖｏｌ．２　第５版　循環器

130 病気がみえる　ｖｏｌ．３　第５版　糖尿病・代謝・内分泌

123 製薬医学入門　くすりの価値最大化をめざして

124 総合内科病棟マニュアル疾患ごとの管理　第２版

125 スポーツと運動のバイオメカニクス

126 病気がみえる　ｖｏｌ．１　第６版　消化器

127 病気がみえる　ｖｏｌ．１０　第４版　産科

118

119

脳卒中理学療法の理論と技術　第４版

脳卒中理学療法マネジメント　基本動作のパフォーマンス改善に向けた
臨床思考を紐解く

120 理学療法評価学　Ｃｒｏｓｓｌｉｎｋ理学療法学テキスト

121 図説足の臨床第４版

122 四肢切断術のすべて

113
軟部組織損傷・障害の病態とリハビリテーション　組織特性に基づくア
プローチ法の構築

114
認知障害作業療法ケースブック　重度別の認知症と作業療法　ＡＤＬ／
ＩＡＤＬ能力の獲得に向けて

115
脳・脊髄外傷の治療　外傷診療を再発見しよう　新ＮＳ　ＮＯＷ　Ｎｅ
ｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ　１４

116
脳幹・脳深部の手術　手術アプローチの基本と手術の考えかた　新ＮＳ　
ＮＯＷ　Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ　１５

117
脳卒中片麻痺の基本動作分析　バイオメカニクスから考える動作パター
ン分類と治療法の選択

108 脊椎・脊髄疾患の外科第2版

109
人間発達学　Ｃｒｏｓｓｌｉｎｋ　ｂａｓｉｃリハビリテーションテキ
スト

110
卒後５年までにマスターすべき運動器障害理学療法　基礎から実践まで　
下肢・腰部

111
卒後５年までにマスターすべき運動器障害理学療法　基礎から実践まで　
上肢・頸部

112
中枢神経障害・運動器障害×内部障害を解釈するための臨床検査値活用
術　リハビリテーション治療の実践

105 日本の作業療法発達史　萌芽期の軌跡を尋ねて

106
知のビジュアル大百科人体　驚異の人体のしくみを、豊富な写真とイラ
ストでわかりやすく解説！

107
難聴聞き取りをよくするＣＤブック　耳鼻科で成果を上げる聴覚リハビ
リ
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分類
購入
年度

出版社書名

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 メディックメディア

専門 R7 医学書院

専門 R7 医学書院

専門 R7 医学書院

専門 R7 医学書院

専門 R7 医学書院

専門 R7 医学書院

専門 R7 医学書院

専門 R7 医学書院

専門 R7 医学通信社

専門 R7 医歯薬出版

専門 R7 医歯薬出版

専門 R7 医歯薬出版

専門 R7 医歯薬出版

専門 R7 医歯薬出版

専門 R7 医歯薬出版

専門 R7 医歯薬出版

153 内部機能障害への筋膜マニピュレーション　実践編

154 内部障害理学療法学　最新理学療法学講座

155
遊離端欠損の戦略的治療法　パーシャルデンチャー・インプラント・Ｉ
ＡＲＰＤ

156 理学療法士・作業療法士国家試験問題解答と解説　第５３－５７回

148 臨床検査データブック　２０２３－２０２４

149
臨床手技の完全解説　診療報酬点数表　処置・リハビリ・生体検査・注
射・麻酔・放射線治療・精神科専門療法／適応疾患と手技　２０２２－
２３年版

150 整形外科的理学療法　基礎と実践　第２版

151 精神障害作業療法　生活を支援する　急性期から地域実践まで　第２版

152
摂食嚥下障害者の栄養アセスメント実践マニュアル　摂食嚥下リハビリ
テーション栄養専門管理栄養士のための

143 内部障害のリハビリテーション医学・医療テキスト

144 脳の機能解剖と画像診断　第２版

145 脳血管障害のリハビリテーション医学・医療テキスト

146
脳卒中の装具のミカタ　Ｑ＆Ａでひも解く５７のダイジなコト　Ｗｅｂ
動画付

147 老人のリハビリテーション　第９版

138
薬がみえる　ｖｏｌ．３　消化器系の疾患と薬　呼吸器系の疾患と薬　
感染症と薬　悪性腫瘍と薬

139
薬がみえる　ｖｏｌ．４　薬力学　薬物動態学　相互作用　製剤学　薬
剤の使用と実務

140 診療ができる　Vol.1　身体診察

141 摂食嚥下障害学　第２版　標準言語聴覚障害学

142 動画で学ぼうＰＴ・ＯＴのためのハンドセラピィ　Ｗｅｂ付録付

133 病気がみえる　ｖｏｌ．７　第２版　脳・神経

134 病気がみえる　ｖｏｌ．８　第３版　腎・泌尿器

135 病気がみえる　ｖｏｌ．９　第４版　婦人科・乳腺外科

136
薬がみえる　ｖｏｌ．１　第２版　神経系の疾患と薬　循環器系の疾患
と薬　腎・泌尿器系の疾患と薬　漢方薬

137
薬がみえる　ｖｏｌ．２　代謝系の疾患と薬　内分泌系の疾患と薬　産
婦人科系の疾患と薬　血液系の疾患と薬　免疫・炎症・アレルギー疾患
と薬　眼・耳・皮膚の疾患と薬

131 病気がみえる　ｖｏｌ．４　第３版　呼吸器

132 病気がみえる　ｖｏｌ．６　第２版　免疫・膠原病・感染症
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分類
購入
年度

出版社書名

専門 R7 医歯薬出版

専門 R7 運動と医学の出版社

専門 R7 運動と医学の出版社

専門 R7 遠見書房

専門 R7 学研メディカル秀潤社

専門 R7 協同医書出版社

専門 R7 協同医書出版社

専門 R7 協同医書出版社

専門 R7 金原出版

専門 R7 金原出版

専門 R7 金芳堂

専門 R7 建帛社

専門 R7 高文研

専門 R7 三輪書店

専門 R7 三輪書店

専門 R7 三輪書店

専門 R7 三輪書店

専門 R7 新興医学出版社

専門 R7 診断と治療社

専門 R7 診断と治療社

専門 R7 誠信書房

専門 R7 誠信書房

専門 R7 誠信書房

専門 R7 総合医学社

専門 R7 総合医学社

専門 R7 中外医学社

178 精神分析とナチズム

179 認知症に心理学ができること

180 痛みを治す徒手整復療法　解剖生理学に基づく手技の実際

181
脳神経内科学レビュー　最新主要文献とガイドラインでみる　２０２２
－’２３

182 腎臓内科グリーンノート

173
臨床ＯＴ　ＲＯＭ治療　運動・解剖学の基本的理解から介入ポイント・
実技・症例への展開

174 脳卒中・脳外傷者の自動車運転に関する指導指針

175
面接から組み立てる！向精神薬処方ストラテジーマスト＆ベスト　Ｍ＆
Ｂ

176 薬剤性内分泌障害診療マニュアル　診断と治療社内分泌シリーズ

177 精神医学の近現代史

168 成人言語聴覚療法ハンドブック　実践力を高める

169
日本全国続々と学童保育に作業療法士がやって来た　そこが知りたい学
童保育ブックレットシリーズ　６

170 地域リハビリテーション論　Ｖｅｒ．８

171
中枢神経系疾患に対する作業療法　具体的介入論からＡＤＬ・福祉用
具・住環境への展開

172
理学療法士が知っておきたい認知能力のアセスメントとアプローチ　高
次脳機能障害を行動から分析する

163 動きのコツを教えます　自宅でできる脳卒中当事者のリハビリ・ガイド

164
認知神経リハビリテーションの誕生　身体と精神をめぐる思索　ペル
フェッティ・パースペクティブ　１

165 脊椎脊髄病学　第３版

166 理学療法評価学　第６版補訂版

167 脳卒中を診るということ　症候と画像、機序から見た診療指針

158 脳卒中運動学

159 臨床実習生・若手ＰＴのための理学療法実践ナビ　運動器疾患編

160
動作訓練の技術とこころ　障害のある人の生活に寄りそう心理リハビリ
テイション

161 整形外科ビジュアルリハビリテーション　Ｗｅｂ動画付き

162 精神科作業療法士の仕事　「社会に生きる手助け」という役割

157 理学療法士のための足病変知識Ｑ＆Ａ

ー審査意見（6月）（資料）ー44ー



分類
購入
年度

出版社書名

専門 R7 中外医学社

専門 R7 中外医学社

専門 R7 中外医学社

専門 R7 中山書店

専門 R7 中山書店

専門 R7 中山書店

専門 R7 中山書店

専門 R7 中山書店

専門 R7 中山書店

専門 R7 朝倉書店

専門 R7 南江堂

専門 R7 南山堂

専門 R7 日経ＢＰ

専門 R7 日本医事新報社

専門 R7 日本医事新報社

専門 R7 日本内科学会

専門 R7 日本理学療法士協会

専門 R7 文光堂

専門 R7 文光堂

専門 R7 文光堂

専門 R7 文光堂

専門 R7 三恵社

専門 R7 文光堂

専門 R7 羊土社

203
理学療法プログラムデザイン　ケース別アプローチのポイントと実際　
５　神経系・内部障害編

204 脳卒中後の構音障害への徒手的アプローチ

205 臨床病態栄養学　第４版

206 膝関節機能障害のリハビリテーション　痛みの理学療法シリーズ

198 内科救急診療指針　２０２２

199 理学療法白書　２０２１

200 図解言語聴覚療法技術ガイド

201
図解作業療法技術ガイド　根拠と臨床経験にもとづいた効果的な実践の
すべて　第４版

202
問題解決モデルで見える理学療法臨床思考　臨床実習・レポートにも役
立つ統合解釈テクニック

193 包括的心臓リハビリテーション

194 臨床に活かす薬物動態の強化書

195 薬の相互作用としくみ　新版　第２版

196 脊椎のスポーツリハビリテーション

197 筑波大流！循環器内科医に伝えたい「１５の手技」　検査から治療まで

188 理学療法テキスト　義肢学　第２版　１５レクチャーシリーズ

189 理学療法テキスト　小児理学療法学　１５レクチャーシリーズ

190
理学療法テキスト　内部障害理学療法学呼吸　第３版　１５レクチャー
シリーズ

191 理学療法テキスト　予防理学療法学　１５レクチャーシリーズ

192 内科学　第１２版　６巻セット

183 聴神経腫瘍・小脳橋角部腫瘍の手術とマネージメント

184 脳神経外科手術私のアプローチ

185 脳神経内科診断ハンドブック

186
整形外科臨床パサージュ　運動器専門医の外来診療と保存療法のために　
９　足の痛みクリニカルプラクティス

187 排泄リハビリテーション　理論と臨床　改訂第２版
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 高知健康科学大学（仮称） 

高校生需要アンケート調査 報告書 

2023年４月 

学校法人 土佐リハ学院 

大学設置準備室 

【資料５】
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１．調査概要 

（１）調査の目的

  本調査は、高知健康科学大学（仮称）の設置計画に伴い、その開学に合わせて受験対象と

なる学年生徒を対象に進学意向調査を行い、設置構想の基礎資料とすることを目的とする。 

（２）調査期間

第 1期 需要調査アンケート（高校 2年生）  2023年（令和 5年）1月 

第 2期 需要調査アンケート（高校 3年生）  2023年（令和 5年）4月 

（３）調査対象

四国及び中国地方の９県 

（高知、愛媛、香川、徳島、岡山、広島、山口、島根、鳥取の各県） 

高知 愛媛 香川 徳島 岡山 広島 山口 島根 鳥取 合計 

依頼高校数 44 56 41 34 35 40 12 8 15 285 

協力高校数 40 28 24 15 21 20 4 0 5 157 

（資料：協力高等学校一覧参照） 

（４）調査方法

 調査への協力依頼は、四国各県の高等学校へは訪問依頼、中国地方の高等学校には電話

依頼を原則とした。アンケート調査票は自記式無記名で、択一式（一部自由記載）回答であ

る。第 1 期調査は 1 月 5 日～18 日の期間（四国 4 県）、第 2 期調査は 4 月 4 日～12 日の間

に実施し（主に中国地方）、原則郵送にて回収した。調査の所要時間は５分程度である。 

なお、本調査は高知健康科学大学（仮称）大学設置準備室が実施した。 

（５）調査票および配布物（資料参照）

1枚 ・高校生アンケート調査票（Ａ4版）

・大学案内チラシ（Ａ４版） 1枚 

ー審査意見（6月）（資料）ー48ー



3 

２．調査結果 

回収できた回答 16,550件の全てを分析対象とした。 

（１）回答数の県別件数および県別割合

   問 1. あなたの高等学校の所在地をお答えください． 

（２）高等学校卒業後の進路

問２．あなたの高校卒業後の希望進路についてお答えください． 

無回答 56 

高等学校卒業後の進路として検討しているものについて尋ねたところ、「大学・専門職大学」 

の割合が高く、58.9％に上った。この分布傾向は全国の進学統計とほぼ同様である。 

（３）関心のある学問分野

問３．あなたの関心のある学問分野をお答えください（複数回答可）．

関心のある学問分野について尋ねたところ、大学への進路希望を示した 9,713 名のうち、リ

ハビリテーション分野に関心があると答えた者は 960 名であった。大学進学希望者の内、10％

程の生徒がリハビリテーション分野に関心を示している。関心を示す割合に地域的な差は認め

られなかった。加えて、短期大学や専門学校に進学希望の中にも 318名が関心を寄せている。 

高知 愛媛 香川 徳島 岡山 広島 山口 鳥取 総数 

3,875 2,753 3,147 1,718 2,004 2,237 428 388 16,550 

23.4% 16.6% 19.0% 10.4% 12.1% 13.5% 2.6% 2.3% 100% 

大 学 短期大学 専門学校 就 職 未定 合 計 

9,713 652 2,651 2,462 1,016 16,494 

58.9％ 4.0% 16.1% 14.9％ 6.2% 100％ 
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（４）本学の受験意向 

問４．あなたは「高知健康科学大学（仮称）」を受験したいと思いますか． 

大学進学を希望し（問２）、リハビリテーション分野に関心（問３）を示した 960 名の中

で、本学への受験意向を尋ねたところ（問４）、「受験したい」が 111名確認できた。また、

「受験候補の一つ」とするも者も 169 名あり、一定の割合で今後受験意向を示すことが考

えられる。 

大学進学を希望しリハビリ分野に関心を示す者（960名）の本学受験意向

リハビリテーション学科入学定員 70名に対し、「１．受験したい」と回答した者は 111名で、

学科の受験倍率は 1.59倍となる。 

（５）志望専攻の確認 

問５．あなたはどの専攻を希望しますか。 

問 4 において「１．受験したい」と答えた 111 名に対し、希望する専攻を尋ねた結果、内訳は

「１．理学療法学専攻」59 名、「２．作業療法学専攻」44 名、「３．未定」8 名であった。 

問 ４ 高知 愛媛 香川 徳島 岡山 広島 山口 鳥取 合 計 

1. 受験したい 66 12 13 6 3 6 4 １ 111 

2．受験候補の１つ 78 24 27 15 4 17 2 2 169 

合 計 144 36 40 21 7 23 6 3 280 

問 ５ 高知 愛媛 香川 徳島 岡山 広島 山口 鳥取 合 計 

1. 理学療法学専攻 35 8 7 3 1 4 1 0 59 

2．作業療法学専攻 25 4 6 2 2 2 2 1 44 

3． 未 定 6 0 0 1 0 0 1 0 8 

合 計 66 12 13 6 3 6 4 1 111 
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（６）本学への入学意向

問６．高知健康科学大学を受験し合格すれば入学を希望しますか． 

大学進学でリハビリテーションに関心を示し（問２）（問３）、本学受験意向を確認した（問４） 

111 名を対象に、希望専攻ごとに、合格すれば入学する意志があるかを尋ねた（問６）。その結

果、「１．入学を希望する」と確固たる入学意志を示した者が理学療法学専攻で 54名、作業療法

学専攻で 40名、未定者でも 5名確認された。専攻未定の入学希望者 5名を理学療法と作業療法

に按分し加算すると、理学療法学専攻希望者 57名（1.63倍）、作業療法学専攻希望者 42名（1.20

倍）である。 

  「専攻未定」ながら入学を希望する 5名を、理学療法学専攻 3名と作業療法学専攻 2名に 

按分加算し最終的な入学希望者（クロス集計）を算出すると、理学療法学専攻 57名（1.63倍）、 

作業療法学専攻 42名（1.20倍）となる。 

  理学療法学専攻 57名 （1.63倍） 

  作業療法学専攻 42名 （1.20倍） 

理学療法学専攻 高知 愛媛 香川 徳島 岡山 広島 山口 鳥取 合計 

1．入学を希望する 34 7 6 3 1 2 １ 0 54 

2．併願校の結果次第 1 1 1 0 0 2 0 0 5 

3．入学しない 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 35 8 7 3 1 4 1 0 59 

作業療法学専攻 高知 愛媛 香川 徳島 岡山 広島 山口 鳥取 合計 

1．入学を希望する 25 4 4 1 1 2 2 1 40 

2．併願校の結果次第 0 0 2 1 0 0 0 0 3 

3．入学しない 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

合 計 25 4 6 2 2 2 2 1 44 

専攻未定 高知 愛媛 香川 徳島 岡山 広島 山口 鳥取 合計 

1．入学を希望する 4 0 0 0 0 0 1 0 5 

2．併願校の結果次第 2 0 0 0 0 0 0 0 2 

3．入学しない 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

合 計 6 0 0 1 0 0 1 0 8 
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（７）自由記述の主な内容

高知健康科学大学（仮称）の開学に際して、多くのご意見を頂いた。類似する内容を整理し

たうえで、幾つかの意見を記載する。 

主な記載内容（抜粋） 

高知にこのような大学ができると嬉しいです。 

高知は高齢化が著しく、需要は高いと思う。 

学びたいことが学べそうな大学だと思いました。 

選択肢が増えることはいいと思いました。 

昨年、オープンキャンパスに伺いました。 

もっと安くしてほしい。 

リハビリはなんか難しそう。

理学療法士を目指しているので、候補の一つに出来た。 

専門的に学べていいと思った。 

リハビリの大学なんて初めて聞いていいなと思った。

楽しみ。 

頑張ってください。 

素敵な学校になると良いですね。 
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３．分析結果 

（１）本学への入学希望者数（クロス集計）

  今回の調査結果から定員確保の見通しを的確に示すため、次の手順で確実な入学希望者数を

クロス集計し、回答者に占める入学希望者数を算出する。

① 全回答件数 16,550件のうち、大学・専門職大学への進学を希望

する者の数． （問２で「１」を選択した者の数）

② 大学進学を希望しリハビリテーション分野に関心のある者の数．

（問２・問３ともに「１」を選択した者の数） 

③ ②のうち「高知健康科学大学（仮称）」の受験意向を示した者の数．

  （960名のうち、問４で「１.受験したい」を選択した者の数） 

リハビリテーション学科定員 70名に対して、1.59倍の受験者を見込める。

「２．受験候補の一つ」も含めると 4.00倍となる。 

④ ③の 111名を希望する専攻ごとに整理した受験者数。

理学療法学専攻      作業療法学専攻    未定 

⑤ 専攻ごとに入学意思を確認できた数．

（問 6で「入学を希望する」を選択したもの）（未定の入学希望者は按分） 

理学療法学専攻     

作業療法学専攻   

今回の分析対象（回答者数）は主なエリアである四国内高校生の半数足らずであり、 

実際の数字は更に高いものになると考えられる。 

111 

960 

9,713 

59 8 44 

57 名（1.63 倍） 

42 名（1.20 倍） 
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（２）本学へ入学する可能性のある者

①本学以外のリハビリテーション系大学を第 1希望とした者 

クロス集計で本学への入学希望を示した 111名 に加え、問４で「２．受験候補の 1つ」と

回答した 169 名の中からも、一定数が入学すると推察される。特にリハビリテーション分野

の国公立大学を目指す生徒が、結果次第で入学する可能性がある（私立大学には大部分が合

格している）。また、競合する専門職大学への進学希望者の中にも、本学の開学の周知に伴い

本学に希望変更する者も増えてくるものと考えられる。 

②専門学校を念頭に検討した後、大学進学に変更する者 

クロス集計からはリハビリテーション分野に関心を持ちながらも専門学校を希望する者は

含まれていない。この数は全体で 286名、うち高知県内 47名、四国内では 216名である。四

国に新たな大学が出来ることが周知される中で、大学進学に変更する者も出てくると推察さ

れる。 

③他の分野からリハビリテーション分野に変更する者 

 看護学をはじめとするリハビリテーション以外の医療系志望者の中には、志望校の結果次

第でリハビリテーション分野に進路変更するケースがある。特に高知県においては看護系の

4 年制大学は国立と県立の２大学であり、リハビリテーション分野への進路変更も時折生じ

ている。大学化によってそうしたケースも増える可能性がある。 
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４．定員確保の見通し 

今回の調査結果は、高校 2年生の 1月（四国地方）と高校 3年生の 4月（中国地方）という 

進路決定の重要な時期に実施したもので、多くの生徒が自らの進路について関心を示し、今後の 

志望校判断に真摯に向き合っている時期と考えられる。その意味で、回答内容に信頼のおける調 

査である。同時に、そうした調査は高知健康科学大学（仮称）の設置の必要性ならびに今後の学 

生確保の見通しについて貴重な示唆を与えてくれるものであり、大いに参考になるものである。 

クロス集計の結果からは、本学を希望し入学を望む者が 111名確認された。この数は入学定 

員 70名に対して 1.59倍となる。志望専攻別に整理すると理学療法専攻 57名（1.63倍）、作業 

療法学専攻 42名（1.20倍）となる。この他にも「併願校の結果次第」と考える生徒や、隣接分 

野からの志望分野変更の可能性等を勘案すると、定員確保につながる更に十分な応募者が見込 

れる。専攻間の格差については、既設専門学校においてはここ数年入学者数に学科間格差はな 

く、オープンキャンパス等を通して志望専攻に変更が生じる可能性もある。 

また、既設の専門学校においては、近年高知県外からの応募者が極めて少ない傾向にあった 

が、今回の調査では四国内はもとより中国地方にも広く入学希望者を確認できており、大学化に 

よる応募者の地域的拡大の可能性を明確に裏付けることができた。特に、四国内の愛媛県や香川 

県、中国地方の鳥取県や山口県など、リハビリテーション分野の大学が設置されていない県から 

の流入が一定数存在しており、広報活動での参考にしたい。加えて、高知県内においても専門職 

大学に流れる傾向のあった応募者を、改めて大学として受け入れることができると推察される。 

そして、令和 5年 3月に開催した高知健康科学大学としての初めてのオープンキャンパスには 

40名程の高校生が来場し、例年の倍以上の参加があった。大学化への期待と受け止めている。 

これらの結果は、今後の安定した入学定員の確保に十分な根拠を与えてくれるものであり、高 

知健康科学大学（仮称）の安定的運営を見通すことができる。 
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1 高知県立室戸高等学校 20 1 愛媛県立松山北高等学校 286

2 高知県立中芸高等学校 12 2 愛媛県立松山商業高等学校 71

3 高知県立安芸高等学校 73 3 愛媛大学附属高等学校 113

4 高知県立安芸桜ヶ丘高等学校 24 4 愛媛県立東温高等学校 180

5 高知県立山田高等学校 82 5 愛媛県立丹原高等学校 58

6 高知県立高知農業高等学校 60 6 愛媛県立松山中央高等学校 314

7 高知県立高知東工業高等学校 79 7 愛媛県立内子高等学校 59

8 高知県立岡豊高等学校 280 8 愛媛県立新居浜工業高等学校 103

9 高知県立嶺北高等学校 28 9 愛媛県立新居浜商業高等学校 86

10 高知県立高知東高等学校 157 10 愛媛県立新居浜東高等学校 193

11 高知県立高知工業高等学校 271 11 愛媛県立西条高等学校 54

12 高知県立高知追手前高等学校 224 12 愛媛県立西条農業高等学校 66

13 高知県立高知丸の内高等学校 123 13 愛媛県立今治南高等学校 131

14 高知県立高知小津高等学校 259 14 愛媛県立大洲農業高等学校 55

15 高知市立高知商業高等学校 229 15 愛媛県立八幡浜高等学校 130

16 高知県立伊野商業高等学校 96 16 愛媛県立川之石高等学校 71

17 高知県立佐川高等学校 26 17 愛媛県立野村高等学校 34

18 高知県立春野高等学校 110 18 愛媛県立宇和島南中等教育学校 96

19 高知県立高岡高等学校 31 19 愛媛県立北宇和高等学校 72

20 高知県立窪川高等学校 24 20 愛媛県立南宇和高等学校 30

21 高知県立梼原高等学校 37 21 愛媛県立川之江高等学校 149

22 高知県立四万十高等学校 19 22 愛媛県立土居高等学校 22

23 高知県立中村高等学校 144 23 愛媛県立北条高等学校 50

24 高知県立幡多農業高等学校 98 24 愛媛県立伊予農業高等学校 144

25 高知県立宿毛高等学校 45 25 私立済美高等学校 64

26 高知県立宿毛工業高等学校 107 26 私立今治明徳高等学校矢田分校 28

27 高知県立清水高等学校 26 27 私立帝京第五高等学校 71

28 高知県立高知北高等学校 38 28 愛媛県立宇和島東高等学校津島分校 23

29 私立　土佐女子高等学校 162 合　計 2753

30 私立　土佐塾高等学校 121

31 私立　高知学芸高等学校 208

32 私立　高知中央高等学校 121 1 香川県立高松工芸高等学校 155

33 私立　明徳義塾高等学校 104 2 香川県立高松北高等学校 117

34 私立　太平洋学園高等学校 59 3 香川県立高松東高等学校 199

35 高知県立高知海洋高等学校 18 4 香川県立三木高等学校 129

36 高知追手前高等学校吾北分校 7 5 香川県立高松西高等学校 100

37 高知県立中村高等学校西土佐分校 5 6 香川県立高松南高等学校 189

38 高知県立須崎総合高等学校 64 7 香川県立坂出高等学校 34

39 高知県立高知国際高等学校 261 8 香川県立丸亀城西高等学校 162

40 高知県立城山高校 23 9 香川県立善通寺第一高等学校 165

合　計 3875 10 香川県立琴平高等学校 141

11 香川県立高瀬高等学校 100

資料：協力高等学校一覧

香川県

高知県 愛媛県
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12 香川県立志度高等学校 88

13 香川県立観音寺総合高等学校 116 岡山県

14 香川県立笠田高等学校 84 1 岡山芳泉高等学校 40

15 私立　英明高等学校 147 2 岡山県立瀬戸高等学校 129

16 私立　高松中央高等学校 255 3 岡山県立瀬戸南高等学校 124

17 私立　香川誠陵高等学校 100 4 岡山県立井原高等学校 34

18 私立　大手前高松高等学校 245 5 岡山県立岡山一宮高等学校 35

19 私立　坂出第一高等学校 83 6 私立関西高等学校 298

20 私立　大手前丸亀中学・高等学校 81 7 私立岡山商科大学附属高等学校 20

21 私立　香川県藤井高等学校　134 122 8 私立岡山理科大学附属高等学校 120

22 私立　RITA学園高等学校 11 9 私立倉敷翠松高等学校 32

23 私立　尽誠学園高等学校　279 232 10 私立おかやま山陽高等学校 50

24 私立　藤井学園寒川高等学校 92 11 私立岡山県高梁日新高等学校 101

合　計 3147 12 私立岡山県共生高等学校 47

13 私立吉備高原学園高等学校 74

14 岡山県立津山商業高等学校 151

1 徳島県立城北高等学校 39 15 岡山県立鴨方高等学校 67

2 徳島県立徳島科学技術高等学校 110 16 岡山県立岡山白陵高校 53

3 徳島県立徳島中央高等学校 31 17 岡山県立津島高校 6

4 徳島県立徳島商業高等学校 149 18 岡山県立岡山東商業高等学校 307

5 徳島県立城南高等学校 243 19 岡山県立興陽高等学校 187

6 徳島県立阿波高等学校 142 20 岡山県立林野高等学校 94

7 徳島県立鳴門高等学校 216 21 岡山県立邑久高等学校 35

8 徳島県立小松島高等学校 160 合　計 2004

9 徳島県立阿南光高等学校 120

10 徳島県立海部高等学校 83

11 徳島県立池田高等学校 138 1 私立広陵高等学校 390

12 徳島県立名西高等学校 79 2 私立広島新庄高等学校 114

13 徳島県立つるぎ高等学校 143 3 広島県立大門高等学校 232

14 徳島県立池田高等学校辻校 40 4 広島県立呉昭和高等学校 58

15 徳島県立池田高校三好校 25 5 広島県立尾道商業高等学校 136

合　計 1718 6 広島県立福山葦陽高等学校 76

7 広島県立海田高等学校 196

8 広島県立呉宮原高等学校 191

1 山口県立防府高等学校 71 9 広島県立千代田高等学校 57

2 山口県立宇部高校 155 10 広島県立油木高等学校 47

3 山口県立岩国商業高校 70 11 広島県立庄原格致高等学校 100

4 山口県立柳井高校 132 12 広島県立瀬戸田高等学校 29

合　計 428 13 広島県立日彰館高等学校 49

14 広島県立西城紫水高等学校 18

15 広島県立大崎海星高等学校 34

1 鳥取県立青谷高等学校 51 16 並木学院福山高等学校 19

2 鳥取県立境高等学校 65 17 広島県立三原高校 122

3 鳥取県立日野高等学校 37 18 英数学館高等学校 61

4 私立倉吉北高等学校 74 19 私立広島桜が丘高等学校 30

5 鳥取県立米子北高校 161 20 広島県立広島商業高等学校 278

合　計 388 合　計 2237

鳥取県

広島県

徳島県

山口県
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学校名 学生総数 学年平均 定員 充足率 学生総数 学年平均 定員 充足率

1  土佐リハビリテーションカレッジ 137 34.3 40 85.8 121 30.3 40 75.8

2  高知医療学院 80 26.7 40 66.8

3  河原医療大学校 108 27.0 40 67.5 28 7 30 23.3

4  愛媛十全医療学院（非公開） 32（推定） 40 20（推定） 40

5  四国中央医療福祉総合学院（非公開） 32（推定） 40 20（推定） 40

6  穴吹リハビリテーションカレッジ 133 44.3 60 73.8 52 17.3 40 43.3

7  四国医療専門学校 124 31.0 36 86.1 97 24.3 30 81.0

8  徳島医療専門学校 133 44.3 40 110.8 124 41.3 40 103.2

9  徳島健祥会専門学校 100 33.3 40 83.3 65 21.7 40 53.5

10  徳島文理大学 265 66.3 70 94.6

11  高知リハビリテーション専門職大学 249 62.2 70 88.9 98 24.5 40 61.3

　学年当たりの在籍者合計 433.4 516 206.4 340

種別

理学療法 作業療法

四国内養成校　学年在籍者実績（令和４年）

専

門

学

校

大

学

【資料7】
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毎年新たな理学療法士・作業療法士を供給しているが、翌年には同じ程度の求人が生まれてきている。 

これは高知県における需給関係が、徐々に循環型の需給体制になりつつあることを示している。 

高知県の職能団体には毎年この県内求人数以上の新入会員が入会してくる。 

理学療法士 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

高知県 53 60 40 45 59

四　国 183 175 153 118 112

全　国 2207 2403 2453 1905 1901

作業療法士 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

高知県 66 65 55 47 54

四　国 193 181 187 132 129

全　国 2153 2402 2466 1934 1854

土佐リハビリテーションカレッジ　求人数の推移

（人）

土佐リハビリテーションカレッジ学生支援室調べ

【資料13】 
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土佐リハビリテーション大学（仮称）設置に係る 

理学療法士及び作業療法士需要調査 報告書 

令和 4 年７月 

学校法人 土佐リハ学院 

土佐リハビリテーションカレッジ 学生支援室 

【資料14-1】　
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１．調査の目的 

本調査は、学校法人土佐リハ学院が設置予定の土佐リハビリテーション大学（仮称）

の設置に際し、理学療法士及び作業療法士の今後の需要予測を把握することを目的

に実施した。調査に際しては土佐リハビリテーションカレッジ学生支援室が独自に

調査、集計、分析を行った。  

２．調査時期 

令和 4 年５月～６月 

３．調査対象 

調査対象としたのは次の（１）～（３）に該当する医療機関又は施設等で、合計 397

施設に依頼し（資料：依頼施設一覧参照）、181 施設より回答をいただいた。  

（１）土佐リハビリテーションカレッジ就職説明会に参加実績のある施設. 

（２）土佐リハビリテーションカレッジ臨床実習施設. 

（３）高知県内の医療機関及び福祉施設等 

４，調査方法 

調査方法は郵送にて依頼し、Fax にて回答をお願いした。送付物は、①調査協力依 

頼書、②調査アンケート用紙（回答書）、③大学構想パンフレット、の 3 点である。

（巻末資料参照）  

５．分析方法 

設問ごとの回答数集計を職種別に実数及び百分率で表す。 

分析責任者 土佐リハビリテーションカレッジ 

学生支援室 宅 間 豊 
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理学・作業療法士需要アンケート調査 集計結果 

１．貴機関・貴施設の所在地を答えてください。 

 本調査に対して全国 181 施設から回答が得られた（表 1）。高知県内 65 施設（36％），

四国他県 30 施設（17％），中国 13 施設（7％），関西 35 施設（19％），関東 36 施設

（20％）等であった。 

２．貴機関・貴施設の種別についてお答えください。 

 回答施設の種別は病院・診療所が 152 施設（84％）と，回答全体の約 8 割を医療施

設が占めた（表 2）。次に訪問・通所リハビリテーション施設が 11 施設（6％）であっ

た。老人保健施設や障害児関連施設等からも各々数%程度ではあるが回答が得られた。 

表１．貴機関・貴施設の所在地をお答えください。 

① 高知県内      65 施設 36% 

② 四国      30 施設 17% 

③ 中国      13 施設   7% 

④ 関西      35 施設 19% 

⑤ 関東 36 施設 20% 

⑥ その他（東海）   2 施設   1% 

計 181 施設 100% 

表２．貴機関・貴施設についてお答えください。 

① 病院・診療所 152 施設 84% 

② 老人保健施設 6 施設 3% 

③ 介護療養型医療施設（介護医療院） 1 施設 1% 

④ 障害児者関連施設 5 施設 3% 

⑤ 訪問・通所リハビリテーション

（ディケア・デイサービス施設） 11 施設 6% 

⑥ その他 6 施設 3% 

計 181 施設      100% 
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３．現在勤務されている理学療法士・作業療法士の人数をお答えください。 

アンケート回答施設に勤務している理学療法士および作業療法士の平均人数は，前

者が 38.5 名，後者が 19.1 名であり，職種間人数較差が顕著であった（表 3）。 

勤務人数の分布でみると，理学療法士の場合，25 名以下への分布は 105 施設（58％）

で最も多く，次いで 26 名以上 50 名以下への分布が 36 施設（20％），51 名以上 75 名

以下への分布が 23 施設（13％）であった。作業療法士の場合，25 名以下への分布は

137 施設（76％）で最も多く，次いで 26 名以上 50 名以下への分布が 33 施設（18％）

の結果であった。両職種共に 100 名を超える勤務施設も極僅かであるが認められた。 

４．2022 年に採用された理学療法士・作業療法士の人数をお答えください。 

今春採用された理学療法士および作業療法士の平均人数は各々4.7 名と 2.2 名であり，

理学療法士優位の採用傾向であった。両職種共に単年度当たりの採用人数が５名以下

との回答が全体の約８～９割を占めた（表 4）。 

表 3．現在勤務されている理学療法士・作業療法士の人数をお答えください。 

理学療法士 平均 38.5 名 作業療法士 平均 19.1 名 

① 0～ 25 名 105 施設 58% ① 0～ 25 名 137 施設 76% 

② 26～ 50 名 36 施設 20% ② 26～ 50 名 33 施設 18% 

③ 51～ 75 名 23 施設 13% ③ 51～ 75 名 5 施設   3% 

④ 76～100 名 6 施設   3% ④ 76～100 名 3 施設   1% 

⑤ 101～150 名 2 施設   1% ⑤ 101～150 名 1 施設   1% 

⑥ 151 名以上 9 施設   5% ⑥ 151 名以上 2 施設   1% 

計 181 施設 100% 計 181 施設 100% 

表 4．２０２２年春に採用された理学療法士・作業療法士の人数をお答えください。 

理学療法士 平均 4.7 名  作業療法士 平均 2.2 名  

① 0～ 5 名 140 施設  77%   ①   0～ 5 名     158 施設 87% 

② 6～10 名   17 施設 9%   ②   6～10 名      16 施設   9% 

③ 11～15 名   10 施設 6%   ③  11～15 名       4 施設   2% 

④ 16～20 名    4 施設 2%   ④  16～20 名 1 施設   1% 

⑤ 21～25 名    5 施設 3%   ⑤  21～25 名 1 施設   1% 

⑥ 26 名以上  5 施設 3%   ⑥  26 名以上 1 施設   1% 

計 181 施設   100% 計 181 施設 100% 
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５．貴機関・貴施設における理学療法士・作業療法士の充足状況についてお答えください。 

理学療法士の需要は大きく不足とやや不足を合算した 85 施設（47％）と，適度に充

足している 86 施設（48％）とが均衡していた。一方，作業療法士の需要は大きく不足

とやや不足の合算 111 施設（62％）が適度に充足 53 施設（29％）を大きく上回ってお

り，作業療法士の需要は依然として高いままであった（表 5）。なお，両職種共に充足

状況を過剰としたのは僅かに 2 施設（１％）だけであった。 

６．今後採用が見込まれる人数をお答えください。 

回答 181 施設の内，121 施設（67％）が理学療法士と作業療法士の両職種の採用を見

込んでいる（表 6）。5 名以上のまとまった採用が見込まれるのは理学療法士で 51 施設

（28％），作業療法士で 59 施設（33％）であり，両職種共にまだまだ高い需要が存在

している。 

表５．貴機関・貴施設における理学療法士・作業療法士の充足状況についてお答えください。

理学療法士 作業療法士 

① 大きく不足している   6 施設  3% ① 大きく不足している  38 施設  21%

② やや不足している    79 施設  44% ②やや不足している   73 施設  41% 

③ 適度に充足している 86 施設  48% ③適度に充足している   53 施設  29% 

④ 過剰である     2 施設   1% ④過剰である 2 施設   1% 

⑤ わからない     2 施設   1% ⑤わからない 2 施設   1% 

⑥ 未記入 6 施設   3% ⑥未記入 12 施設   7% 

計 181 施設  100% 計 181 施設 100% 

表 6．今後、採用が見込まれる人数をお答えください。 

理学療法士       作業療法士 

① 若干名 70 施設  39% ① 若干名 61 施設 34% 

② ５名程度    27 施設 15% ② ５名程度 33 施設 18% 

③ １０名程度  17 施設 9% ③ １０名程度 19 施設 10% 

④ 15 名以 7 施設    4% ④ 15 名以上 7 施設   4% 

⑤ 未定 53 施設 29% ⑤ 未定 57 施設 32% 

⑥ 未記入 7 施設 4% ⑥ 未記入 3 施設   2% 

計 181 施設  100%      計 181 施設 100% 
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７．今後，土佐リハビリテーション大学（仮称）を卒業した理学療法士・作業療法士を採用

されますか。 

回答施設の約 6 割が採用に前向きであった。理学・作業療法士の大学教育への期待

と，今日までの 30 年に及ぶ土佐リハビリテーションカレッジの養成実績に対する評価

の現れと思われる。 

表 7．今後、土佐リハビリテーション大学（仮称）を卒業した理学療法士・作業療法士

を採用されますか？ 

理学療法士 作業療法士 

① 採用したい   110 施設 61% ① 採用したい 115 施設   64% 

② 採用しない 1 施設   1% ② 採用しない   2 施設     1% 

③ わからない 65 施設 36% ③ わからない  61 施設    34% 

④ 未記入 5 施設   3% ④ 未記入   3 施設     2% 

計 181 施設 100% 計 181 施設  100% 
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土佐リハ第  ４１  号 

令 和 ４年 ６月 ８日 

理学療法士・作業療法士 採用担当者 様 

学校法人 土佐リハ学院  

理事長 大 﨑 博 澄  

土佐リハビリテーション大学（仮称）設置にかかる 

人材需要アンケート調査のお願い（依頼） 

時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は本法人の運営する土佐リハビリテーションカレッジに種々ご高配を賜り、厚くお礼申し上

げます。 

さて、本法人では４年制専門学校であります土佐リハビリテーションカレッジを発展させた「土

佐リハビリテーション大学（仮称）」の設置を検討しております（令和６年４月開学に向け構想中）。 

つきましては、医療機関・介護保険機関等の皆さまからのご意見をお伺いいたしたく、別紙アン

ケート調査のご協力をお願い申し上げます。皆さまからの回答より得られた情報につきましては、

設置構想にかかる統計資料としてのみ活用いたします。

業務ご多用のところお手数をおかけしますが、同封アンケートを６月２４日（金）までにＦＡＸ

にて返送いただければ幸いです。 

不明な点がございましたら、下記担当者までご連絡くださいますようお願い申し上げます。 

＜お問い合わせ先＞  

学校法人 土佐リハ学院  

土佐リハビリテーションカレッジ 

大学設置準備室長 上島 寿之  

〒781‐5103  

高知県高知市大津乙 2500‐2 

ＴＥＬ088-866-6119  

ＦＡＸ088-866-6120 

e-mail：tosareha@tosareha.ac.jp

資 料 
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別 紙 

 

 

 

 

 

送付先  

学校法人土佐リハ学院 大学設置準備室 

FAX  ０８８－８６６－６１20 

このアンケート調査は、施設の皆さまの採用意向についてのお考え、ご意見等を把握し、学校 

法人土佐リハ学院が構想する「土佐リハビリテーション大学（仮称）令和 6年 4月開設予定」 

の検討資料となるものです。この回答によって、実際の採用人数などをお約束いただくものでは 

ありません。また、この調査結果の公表や、目的外に使用することはございません。 

つきましては、裏面（アンケート）を下記まで FAXにて返信くださいますようお願いいたします。 

  令 和 4 年 ６ 月 ８ 日 
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土佐リハビリテーション大学（仮称）設置に関する人材需要アンケート調査 

【１】貴機関・貴施設の所在地をお答えください。 

□ 高知県内  □ 四国 □ 中国 □ 関西 □ 関東 □ その他（ ） 

【２】貴機関・貴施設についてお答えください。 

□ 病院・診療所 □ 老人保健施設 □ 介護療養型医療施設（介護医療院）

□ 障害児者関連施設  □ 訪問・通所リハビリテーション（ディケア・デイサービス施設）

□ その他（ ） 

【３】現在勤務されている理学療法士・作業療法士の人数をお答えください。 

理学療法士 （      ） 人          作業療法士 （ ） 人 

【４】２０２２年春に採用された理学療法士・作業療法士の人数をお答えください。 

理学療法士 （      ） 人          作業療法士 （       ） 人 

【５】貴機関・貴施設における理学療法士・作業療法士の充足状況についてお答えください。 

  （あてはまるもの１つにチェック） 

   理学療法士 

□ 大きく不足している □ やや不足している □ 適度に充足している

□ 過剰である □ わからない

   作業療法士 

□ 大きく不足している □ やや不足している □ 適度に充足している

□ 過剰である □ わからない

【６】今後、採用が見込まれる人数をお答えください。（あてはまるもの１つにチェック） 

理学療法士 

□ 若干名 □ ５名程度 □ １０名程度 □ （    名程度 ） □ 未定

作業療法士 

□ 若干名   □ ５名程度   □ １０名程度   □ （    名程度 ） □ 未定

   ＊この回答は実際の採用人数をお約束いただくものではありません 

【7】今後、土佐リハビリテーション大学（仮称）を卒業した理学療法士・作業療法士を採用されますか？ 

（あてはまるもの１つにチェック） 

理学療法士 

□ 採用したい □ 採用しない □ わからない

作業療法士 

□ 採用したい □ 採用しない □ わからない

【８】構想中の土佐リハビリテーション大学（仮称）に対してご意見・ご要望がありましたらご記入ください。 

ご回答・ご協力ありがとうございました。 
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1 茨城県 茨城リハビリテーション病院 守谷市同地360

2 埼玉県 東川口病院 川口市東川口2-10-8

3 埼玉県 川口さくら病院 埼玉県川口市神戸258－1

4 埼玉県 戸田中央総合病院 戸田市本町1-19-13

5 埼玉県 戸田中央メディカルケアグループ 戸田市本町1-24-7

6 埼玉県 戸田中央リハビリテーション病院 戸田市新曽南4-1-29

7 埼玉県 狭山神経内科病院 狭山市加佐志65

8 埼玉県 新座志木中央総合病院 新座市東北1-7-2

9 埼玉県 TMG宗岡中央病院 志木市上宗岡5-14-50

10 埼玉県 イムス富士見総合病院 富士見市鶴馬1967-1

11 埼玉県 イムス三芳総合病院 入間郡三芳町藤久保974-3

12 埼玉県 東所沢病院 所沢市城435-1

13 千葉県 富家千葉病院 千葉市稲毛区長沼原町277-1

14 千葉県 令和リハビリテーション病院 千葉県千葉市中央区千葉港4-4

15 千葉県 北総白井病院 白井市根325-2-1

16 千葉県 千葉西総合病院 松戸市金ヶ作107-1

17 千葉県 行徳総合病院 市川市本行徳5525番地2

18 千葉県 タムス市川リハビリテーション病院 千葉県市川市柏井町4-229-4

19 千葉県 鎌ケ谷総合病院 鎌ヶ谷市初富929-6

20 千葉県 船橋市立リハビリテーション病院 千葉県船橋市夏見台4-26-1

21 千葉県 介護老人保健施設船橋ケアセンター 船橋市高野台5-741-6

22 千葉県 船橋整形外科病院 千葉県船橋市飯山満町1-833

23 千葉県 介護老人保健施設フェルマータ船橋 船橋市飯山満町1-822

24 千葉県 総合リハビリ訪問看護ステーション 千葉県浦安市北栄3-9-13

25 千葉県 有限会社総合リハビリ研究所 浦安市北栄3-9-13貴富ビル2F

26 千葉県 タムス浦安病院 千葉県浦安市高洲7-2-32

27 千葉県 医療法人社団鎮誠会 東金市東岩崎26-9　東金第二ビル2階（法人本部）

28 千葉県 イムス佐原リハビリテーション病院 香取市佐原ロ2121-1

29 千葉県 安房地域医療センター 館山市山本1155

30 千葉県 亀田総合病院 鴨川市東町929

31 千葉県 茂原中央病院 茂原市下永吉796

32 東京都 赤羽リハビリテーション病院 北区赤羽西6-37-12

33 東京都 医療法人社団苑田会 苑田第三病院 足立区伊興本町2-5-10

34 東京都 医療法人社団 苑田会グループ 足立区竹の塚4-1-12

35 東京都 社会医療法人社団昭愛会 足立区西新井6-32-10

36 東京都 東京さくら病院 江戸川区東篠崎1-11-1

37 東京都 東京品川病院 品川区東大井6-3-22

38 東京都 五反田リハビリテーション病院 品川区西五反田8-8-20

39 東京都 医療法人社団涓泉会山王リハビリ・クリニック 東京都大田区東雪谷3丁目4番2号

40 東京都 田園調布中央病院 大田区田園調布2-43-1

41 東京都 松井病院 大田区池上2-7-10

42 東京都 東京ちどり病院 大田区千鳥2-39-10

43 東京都 総合東京病院 中野区江古田3-15-2

44 東京都 社会医療法人河北医療財団 杉並区堀ノ内1－9－27

45 東京都 板橋中央総合病院 板橋区小豆沢2-12-7

46 東京都 竹川病院 板橋区桜川2-19-1

47 東京都 リハビリテーションエーデルワイス病院 板橋区四葉2-21-10

48 東京都 永生病院 八王子市椚田町583-15

49 東京都 リハビリ特化型デイサービスリハテラス 町田市南成瀬1-2-2OSJ成瀬ビル3階

50 東京都 鶴川サナトリウム病院 町田市真光寺町197

51 東京都 社会医療法人社団昭愛会 足立区西新井6-32-10

52 神奈川県 横浜メディカルグループ 横浜市港北区4-3-11

53 神奈川県 老人保健施設レストア川崎 川崎市宮前区犬蔵2-25-9

54 神奈川県 かわさき記念病院 川崎市宮前区潮見台20-1

55 神奈川県 介護老人保健施設牧野ケアセンター 横浜市神奈川区菅田町1481-1

56 神奈川県 新横浜リハビリテーション病院 横浜市神奈川区菅田町2628-4

57 神奈川県 牧野記念病院 横浜市緑区鴨居2-21-11

58 神奈川県 よこすか浦賀病院 横須賀市西浦賀1-11-

59 神奈川県 イムス横浜狩場脳神経外科 横浜市保土ヶ谷区狩場町218-9

60 神奈川県 横浜旭中央総合病院 横浜市旭区若葉台4-20-1

61 神奈川県 戸塚共立第一病院 神奈川県横浜市戸塚区戸塚町116

62 神奈川県 新戸塚病院 横浜市戸塚区川上町690ー2

63 神奈川県 戸塚共立リハビリテーション病院 横浜市泉区和泉中央北1-40-34

64 神奈川県 西横浜国際総合病院 横浜市戸塚区汲沢町56番地

65 神奈川県 医療法人沖縄徳洲会　湘南鎌倉総合病院 鎌倉市岡本1370-1

66 神奈川県 医療法人湘和会　湘南記念病院 神奈川県鎌倉市笛田2-2-60

67 神奈川県 鎌倉リハビリテーション聖テレジア病院 鎌倉市腰越1-2-1

68 神奈川県 湘南慶育病院 神奈川県藤沢市遠藤 4360番地

69 神奈川県 済生会湘南平塚病院 平塚市平塚3-20-7

70 神奈川県 鶴巻温泉病院 神奈川県秦野市1-16-1

71 山梨県 甲府城南病院 甲府市上町753-1

72 山梨県 山梨リハビリテーション病院 笛吹市春日居町小松855

73 静岡県 熱海所記念病院 熱海市昭和町20-20

74 静岡県 静岡済生会療育センター令和 静岡県静岡市駿河区曲金5-3-30

75 愛知県 うばこ山整形外科クリニック 愛知県名古屋市緑区姥子山4-104

76 愛知県 学校法人藤田学園藤田医科大学病院 愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪1-98

77 滋賀県 琵琶湖中央リハビリテーション病院 大津市御殿浜22番33号

78 京都府 武田病院グループ 京都市南区吉祥院八反田町32番地

79 京都府 医療法人社団 洛和会 京都市山科区音羽珍事町2

80 京都府 シミズ病院グループ医療法人清仁会 京都市西京区大枝東新林町3-6

81 京都府 京都大原記念病院 京都市左京区大原井出町164

82 京都府 西陣病院 京都市上京区五辻通六軒町西入溝前町１０３５番地

施  設  名都道府県 所　在　地№

求人調査依頼先施設　一覧

【資料14-2】

ー審査意見（6月）（資料）ー73ー



83 京都府 第二北山病院 京都市左京区岩倉上蔵町161

84 京都府 ほうゆうリハビリテーション病院 城陽市寺田垣内後43-4

85 京都府 京都きづ川病院 城陽市平川西六反

86 京都府 医療法人社団石鎚会 京都府京田辺市田辺中央6-1-6

87 京都府 シミズ病院グループ 京都市西京区大枝東新林町3-6

88 京都府 宇治おうばく病院 京都府宇治市五ヶ庄三番割32-1

89 京都府 宇治病院 宇治市五ヶ庄芝ノ東54-2

90 京都府 東舞鶴医誠会病院 舞鶴市字大波下前田765-16

91 京都府 介護老人保健施設アザレア舞鶴 京都府舞鶴市大字和田小字中田1055-1

92 大阪府 東朋八尾病院　介護老人保健施設 561-0804 大阪府豊中市曽根南町2-11-28

93 大阪府 喜馬病院 東大阪市岩田町4丁目2番8号

94 大阪府 株式会社Ecold 大阪市北区曽根崎新地1-13-22

95 大阪府 医療法人医誠会医誠会病院 大阪府大阪市東淀川区菅原6-2-25

96 大阪府 清水会グループ  鶴見緑地病院　城東さくら苑リハビリセンター 大阪市旭区新森3-1-12

97 大阪府 城東中央病院 大阪市城東区鴫野西5-13-47

98 大阪府 社会医療法人大道会 大阪市城東区東中浜1-5-1

99 大阪府 藍の都脳神経外科病院 大阪府大阪市鶴見区放出東2-21-16

100 大阪府 青山メディカルグループ 大阪市中央区南本町1-7-15

101 大阪府 医療法人吉栄会 大阪市生野区小路2-14-5

102 大阪府 なみはやリハビリテーション病院 大阪府大阪市生野区巽南3-19-3

103 大阪府 株式会社かなえるリンク 大阪市西区南堀江1-16-15　名城ビル4階 A号室

104 大阪府 松本病院 大阪府大阪市福島区海老江2丁目1-36

105 大阪府 愛仁会リハビリテーション病院 大阪府西淀川区佃2丁目2番46号

106 大阪府 千里リハビリテーション病院 箕面市小野原西4-6-1

107 大阪府 摂津医誠会病院 摂津市南千里丘1番32号

108 大阪府 茨木病院 茨木市総持寺1-4-1

109 大阪府 鶴見緑地病院 大阪府守口市南寺方南通3-4-8

110 大阪府 株式会社アクティブ 大阪府松原市東新町4-13-12

111 大阪府 城山病院 羽曳野市はびきの2-8-1

112 大阪府 さくら会病院 大阪狭山市半田5-2610-1

113 大阪府 ペガサス馬場記念病院 堺市西区浜寺船尾町東4-244

114 大阪府 寺田萬寿病院 岸和田市南上町１丁目４８番５号

115 大阪府 岸和田リハビリテーション病院 岸和田市上松町2-8-10

116 兵庫県 子ども発達支援センター 兵庫県神戸市中央区中山手通5-1-1　神戸山手大木ビル

117 兵庫県 ポートアイランド病院 神戸市中央区港島中町4-6

118 兵庫県 田中整形外科 兵庫県神戸市西区玉津町高津橋394-1

119 兵庫県 野瀬病院 兵庫県神戸市長田区二葉5丁目1番36号

120 兵庫県 翠鳳第一病院 南あわじ市広田広田字畑田134-1

121 兵庫県 東浦平成病院 兵庫県淡路字久留麻1867

122 兵庫県 亀井整形外科医院 兵庫県尼崎市塚口町6-43-1

123 兵庫県 社会医療法人甲友会 西宮市津門呉羽町10-13-3F

124 兵庫県 阪神リハビリテーション病院 兵庫県伊丹市大野1丁目59-3

125 兵庫県 医療法人協和会 川西市中央町15-25

126 兵庫県 但馬病院 兵庫県養父市八鹿町上網場155

127 兵庫県 高岡病院 兵庫県姫路市西今宿5-3-8

128 兵庫県 姫路聖マリア病院 兵庫県姫路市仁豊野650

129 兵庫県 姫路第一病院 兵庫県姫路市御国野町国分寺143

130 兵庫県 ツカザキ病院 姫路市網干区和久68番1

131 兵庫県 医療法人社団奉志会　大西メディカルクリニック・サンライズ 加古川市平岡町新在家2333-2

132 兵庫県 医療法人社団栄宏会土井病院・栄宏会小野病院 兵庫県小野市天神町973

133 兵庫県 つくだ整形外科 兵庫県高砂市今市２丁目301-1

134 兵庫県 高砂西部病院 高砂市中筋1丁目10-41

135 兵庫県 たつの市障害者地域活動・相談支援センター 兵庫県たつの市龍野町堂本179

136 奈良県 秋津鴻池病院 御所市池之内1064

137 奈良県 松下会　白庭病院・東生駒病院 生駒市白庭台6-10-1

138 奈良県 大倭病院 奈良県奈良市大倭5-5

139 和歌山県 貴志川リハビリテーション病院 紀の川市貴志川町丸栖1423-3

140 和歌山県 北出病院 御坊市湯川町財部728-4

141 和歌山県 南労会グループ紀和病院 橋本市岸上18-1

142 岡山県 特定医療法人万成病院 岡山県岡山市北区谷万成1-6-5

143 岡山県 岡山県精神科医療センター 岡山県岡山市北区鹿田本町3-16

144 岡山県 岡山大学病院 岡山県岡山市北区鹿田町2-5-1

145 岡山県 山陽病院 岡山県岡山市中区藤崎465

146 岡山県 林道倫精神科神経科病院 岡山県岡山市中区浜472番地

147 岡山県 アール・ケアグループ 玉野市東高崎25-34

148 岡山県 倉敷スイートホスピタル 岡山県倉敷市中庄3542-1

149 岡山県 株式会社創心會 倉敷市茶屋町2102-14

150 岡山県 倉敷成人病センター 岡山県倉敷市白楽町250

151 岡山県 児島中央病院 倉敷市児島小川町3685

152 岡山県 倉敷中央病院リバーサイド 岡山県倉敷市鶴の浦2-6-11

153 広島県 マッタ―ホルンリハビリテーション病院 広島県呉市中通1-5-25

154 広島県 福山リハビリテーション病院 福山市明神町二丁目15-41

155 広島県 いろは訪問看護リハビリステーション 広島県広島市中区白島中町17-26-101号

156 広島県 中電病院 広島県広島市中区大手町3-4-27

157 広島県 医療法人社団八千代会メリィホスピタル 広島市安佐南区大塚西3-1-20

158 広島県 医療法人社団中川会 呉中通病院 呉市中通1-3-8

159 広島県 医療法人和恒会ふたば病院 広島県呉市広白石4-7-22

160 山口県 柳井病院 山口県柳井市柳井1910-1

161 徳島県 ＴＡＯＫＡこころの医療センター 徳島県徳島市城東町2-7-9

162 徳島県 医療法人倚山会　田岡病院 徳島市万代町4丁目2番地

163 徳島県 リハビリテーション大神子病院 徳島県徳島市大原町大神子19

164 徳島県 きたじま田岡病院 板野郡北島町鯛浜字川久保30番地1

165 徳島県 南海病院 徳島県鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂5

166 徳島県 介護老人保健施設やすらぎ荘 徳島県吉野川市鴨島町上下島495-5

167 徳島県 美摩病院 吉野川市鴨島町上下島497

168 徳島県 社会福祉法人池田博愛会・児童発達支援センター 三好市池田町州津滝端1271番地7

169 徳島県 冨田病院 徳島県海部郡美波町西河内字月輪129-4

170 徳島県 訪問看護ステーションマリル 美馬市脇町大字脇町字大堀777-1
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171 香川県 香川大学医学部附属病院 香川県木田郡三木町池戸1750-1

172 香川県 いわき病院 香川県高松市香南町由佐113-1

173 香川県 おさか脳神経外科病院 香川県高松市三名町378-1

174 香川県 総合病院回生病院 香川県坂出市室町3-5-28

175 香川県 西山脳神経外科病院 香川県坂出市加茂町593-1

176 香川県 サンテ・ペアーレサンテ・ペアーレクリニック 香川県丸亀市大手町3-3-21

177 香川県 三船病院 香川県丸亀市柞原町366

178 香川県 三豊市立西香川病院 香川県三豊市高瀬町比地中2986-3

179 香川県 松井病院 香川県観音寺市村黒町739

180 香川県 三豊総合病院企業団 香川県観音寺市豊浜町姫浜708番地

181 愛媛県 医療法人仁友会南松山病院 愛媛県松山市朝生田町1丁目3-10

182 愛媛県 松山リハビリテーション病院 愛媛県松山市高井町1211

183 愛媛県 南高井病院 愛媛県松山市南高井町333

184 愛媛県 加戸病院 愛媛県喜多郡内子町内子771

185 愛媛県 介護老人保健施設まなべ 愛媛県西条市小松町妙口甲1521

186 愛媛県 株式会社奏音まつやま 愛媛県松山市山越5-8-6

187 愛媛県 松山記念病院 愛媛県松山市美沢1-10-38

188 愛媛県 松山老人保健施設にぎたつ苑 愛媛県松山市西町880番地2

189 愛媛県 介護老人保健施設合歓の木 愛媛県松山市古三津3-5-5

190 愛媛県 医療法人十全会十全ユリノキ病院 愛媛県新居浜市角野新田町1-1-28

191 愛媛県 医療法人青峰会真網代くじらリハビリテーション病院 愛媛県八幡浜市真網代甲229-5

192 愛媛県 医療法人沖縄徳洲会宇和島徳洲会病院 愛媛県宇和島市住吉町2丁目6-24

193 愛媛県 公益財団法人正光会 宇和島市柿原1280番地

194 愛媛県 介護老人保健施設やすらぎの杜 愛媛県宇和島市保田甲1932-2

195 愛媛県 老人保健施設なんぐん館 愛媛県南宇和郡愛南町御荘深泥703-2

196 愛媛県 社会医療法人石川記念会 HITO病院 愛媛県四国中央市上分町788-1

197 愛媛県 横山病院 愛媛県西条市小松町新屋敷甲286

198 愛媛県 西条市民病院 愛媛県西条市小松町妙口甲1521番地

199 愛媛県 広瀬病院 今治市拝志1-26

200 愛媛県 デイサービスほうじょう 愛媛県松山市北条辻771-4

201 愛媛県 伊予病院 愛媛県伊予市八倉906-5

202 高知県 医療法人大和会ハートフルクリニック 高知県高知市東奏泉寺75-1

203 高知県 愛幸病院 高知県高知市入明町14-2

204 高知県 岡林病院 高知県高知市入明町1-5

205 高知県 木村病院 高知県高知市寿町8-8

206 高知県 えだしげ整形外科 高知県高知市伊勢崎町13-13

207 高知県 愛宕病院 高知市愛宕町1-1-13

208 高知県 株式会社Life change忠さんの訪問看護ステーション・忠さんのディサービス 高知県高知市大川筋2丁目8-4

209 高知県 高知病院 高知県高知市相生町1-35

210 高知県 みなみの風診療所 高知県高知市栄町3-7-1

211 高知県 土佐病院 高知県高知市新本町2-10-24

212 高知県 島津病院 高知県高知市比島町4-6-22

213 高知県 セントケア訪問看護ステーション高知 高知県高知市高そね21-17　ルミエール高そね212号

214 高知県 医療法人美正会　かわむらクリニック整形外科 高知県高知市杉井流5

215 高知県 医療法人杏林会　高知ハーモニーホスピタル 高知県高知市南金田5-18

216 高知県 さとう整形外科手のクリニック 高知県高知市北川添20-15

217 高知県 有限会社アシストジャパン訪問看護ステーション高知 高知県高知市北新田町18ｰ30

218 高知県 こんどうクリニック 高知県高知市日の出町1-11

219 高知県 医療法人久会 図南病院 高知県高知市知寄町1-5-15

220 高知県 医療法人厚仁会　土佐田村病院 高知県高知市稲荷町11-20

221 高知県 医療法人恭愛会　田村内科整形外科 高知県高知市二葉町10-10

222 高知県 特定医療法人久会　久病院 高知県高知市桜井町1-2-35

223 高知県 医療法人高田会　高知記念病院 高知県高知市城見町4-13

224 高知県 医療法人さくらの里　だいいちリハビリテーション病院 高知県高知市九反田2-14

225 高知県 医療法人島本慈愛会 島本病院 高知県高知市帯屋町2丁目6-3

226 高知県 有限会社ナースケア　訪問看護ステーションナースケア 高知県高知市永国寺町1-43 ハイツ永国寺302号

227 高知県 医療法人博信会　中ノ橋病院 高知県高知市永国寺町1-46

228 高知県 医療法人孝訓会　さんさんクリニック 高知県高知市鷹匠町1-1-8

229 高知県 医療法人共生会　下司病院 高知市本町3丁目5-13

230 高知県 特定医療法人竹下会　竹下病院 高知県高知市本町2-4-3

231 高知県 医療法人南会　南病院 高知県高知市本町3-6-28

232 高知県 医療法人平田会　平田病院 高知県高知市本町5-4-23

233 高知県 医療法人伊野部会 高知整形・脳外科病院 高知県高知市上町4-7-20

234 高知県 医療法人おくら会 藤戸病院 高知県高知市上町1-4-24

235 高知県 医療法人三和会　国吉病院 高知県高知市上町1-3-4

236 高知県 医療法人産研会　上町病院 高知県高知市上町1-7-34

237 高知県 川村病院 高知県高知市上町5-6-20

238 高知県 児童発達支援事業所　放課後ディサービスぷらうらんど高知 高知県高知市大膳町61　奏ビル2、3階

239 高知県 医療法人川村会　訪問看護ステーションかがみ川 高知県高知市玉水町30-15

240 高知県 医療法人山村会　山村病院 高知県高知市下島町11

241 高知県 医療法人旭仁会　森病院 高知県高知市旭町3-3

242 高知県 医療法人睦会 中内整形外科クリニック 高知県高知市旭町30

243 高知県 株式会社 山の上の仲間たち　ふくいの訪問看護ステーション 高知県高知市上本宮町113-11

244 高知県 医療法人恕泉会・治久会　内田グループ 高知市塚ノ原37番地

245 高知県 高知医療生活協同組合 高知生協病院 高知県高知市口細山206-9

246 高知県 みちなか整形外科クリニック 高知県高知市福井町811-1福井メディコプラザ

247 高知県 株式会社　花とそよ風 高知県高知市福井町824-5

248 高知県 Team Clover Clover Kids 高知県高知市一ツ橋町2-27-2パームビル1階

249 高知県 ジョイリハ中久万 高知県高知市中久万238-4

250 高知県 医療法人高潮会　潮江高橋病院 高知県高知市土居町9-18

251 高知県 株式会社　リハライフ 高知県高知市仲田町6-24

252 高知県 合資会社オファーズ　訪問看護ステーションおたすけまん 高知県高知市潮新町1-13-26

253 高知県 医療法人ふたつやま会 二山整形外科 高知県高知市潮新町1-6-30

254 高知県 絹川病院 高知県高知市桟橋1-7-17

255 高知県 一般社団法人高知在宅ケア支援センター　高知中央訪問看護ステーション 高知県高知市北高見町50-1

256 高知県 リハデイ ソレイユ 高知県高知市城山町163-1

257 高知県 高知鏡川病院 高知県高知市城山町270

258 高知県 株式会社FIRST RATE 訪問看護ステーションLOCAL 高知県高知市神田462-9

ー審査意見（6月）（資料）ー75ー



259 高知県 医療法人弘仁会 岡林病院 高知県高知市神田598-1

260 高知県 特定医療法人仁泉会 朝倉病院 高知県高知市朝倉丙1653-12

261 高知県 医療法人みつる会 高知脳神経外科病院 高知県高知市朝倉戊767-5

262 高知県 公益社団法人高知県看護協会　こうち看護協会訪問看護ステーション 高知県高知市朝倉己825-5

263 高知県 医療法人もりもと会　もりもと整形外科・内科 高知県高知市朝倉本町2-12-6

264 高知県 株式会社結心　訪問看護ステーション結心 高知県高知市朝倉横町20-35

265 高知県 愛が鍾まる株式会社　てのひら訪問看護ステーション 高知県高知市若草町16-5　A棟

266 高知県 ミカリ株式会社　放課後等ディサービス　ヒラソル 高知市若草町11-42

267 高知県 合同会社 紡 訪問看護ステーションそら 高知県高知市鵜来巣11-38 あさくらメディカルパーク第2ビル２階

268 高知県 株式会社　アイ・エム・シーライフステージ　IMC訪問看護リハビリステーションそら 高知県高知市鵜来巣11番38-8　あさくらメディカルパーク第2ビル2階

269 高知県 社会医療法人仁生会　三愛病院 高知県高知市一宮西町1-7-25

270 高知県 株式会社ポラリス　リハビリデイサービスポラリス 高知市若草町15-38

271 高知県 医療法人瑞洋会　田中整形外科病院 高知県高知市上町3-2-6

272 高知県 社会医療法人近森会 近森病院 高知県高知市大川筋1-1-16

273 高知県 社会医療法人仁生会 細木病院 高知県高知市大膳町37

274 高知県 高知赤十字病院 高知県高知市秦南町一丁目4番63-11号

275 高知県 医療法人防治会　いずみの病院 高知市薊野北町2-10-53

276 高知県 医療法人緑風会 海里マリン病院 高知県高知市仁井田1617-5

277 高知県 一般社団法人　はっぴぃ＆へるす　訪問看護ステーションはっぴい＆へるす 高知県高知市仁井田731

278 高知県 山本鍼灸院 高知県高知市種崎408

279 高知県 NPO特定非営利活動法人ありがとう　訪問看護センター輪看 高知県高知市横浜西町29-32

280 高知県 医療法人博愛会 横浜病院 高知県高知市横浜東町10-1

281 高知県 塩見整形外科 高知県高知市瀬戸南町一丁目230

282 高知県 介護老人保健施設優 高知県高知市長浜1681-1

283 高知県 医療法人精華園　海辺の杜ホスピタル 高知県高知市長浜251

284 高知県 医療法人互光会　長浜病院 高知県高知市長浜801

285 高知県 医療法人新松田会　愛宕病院分院 高知市長浜6012－1

286 高知県 医療法人永島会 永井病院 高知県高知市春野町西分2027-3

287 高知県 社会福祉法人ふるさと会　訪問看護ステーションさえずり 高知県高知市春野町西分695番1

288 高知県 社会福祉法人ファミーユ高知 高知ハビリテーリングセンター 高知県高知市春野町内ノ谷1-1

289 高知県 有限会社ナースケア　訪問看護ステーションナースケアⅡ 高知県高知市青柳町55番地

290 高知県 医療法人ネクスト　ネクストホームクリニック 高知県高知市九反田3-17

291 高知県 土佐市立土佐市民病院 高知県土佐市高岡甲1867

292 高知県 医療法人広正会　井上病院 高知県土佐市高岡町甲2044

293 高知県 社団法人高知市医師会　高知市医師会訪問看護ステーション土佐 高知県土佐市高岡町甲1792-2　土佐市高齢者総合福祉センター内

294 高知県 株式会社VISION QUEST　訪問看護ステーションI  Am 高知県土佐市高岡町甲2190-1 ITAHARAⅡ　101号室

295 高知県 医療法人高尚会 川田整形外科 高知県土佐市高岡町甲920番地1

296 高知県 株式会社キッズ・ディサービス清滝 高知県土佐市高岡乙1568-1

297 高知県 医療法人恵水会　ひろせ整形外科リハビリテーションクリニック 高知県土佐市蓮池1004-1

298 高知県 障害者支援施設とさ 高知県土佐市波介1244-1

299 高知県 医療法人白菊会　白菊園病院 土佐市新居萩の里1

300 高知県 医療法人前田会 前田病院 高知県高岡郡越知町越知甲2133

301 高知県 医療法人社団若鮎　北島病院 高知県高岡郡越知町越智甲1662

302 高知県 医療法人金峰会　山崎病院 高知県高岡郡越知町越知甲2041

303 高知県 医療法人山秀会　山﨑外科整形外科病院 高知県高岡郡越知町越知甲2107-1

304 高知県 安部病院 高知県吾川郡仁淀川町岩丸102

305 高知県 いの町立訪問看護ステーション 高知県吾川郡いの町1369番地

306 高知県 医療法人太佑会　西村整形外科 高知県吾川郡いの町北内256

307 高知県 前田整形外科 ディサービス駅前ゆとりあ 高知県吾川郡いの町新町1MMPビル3F

308 高知県 医療法人ウエスト　WESTほね関節クリニック 高知県吾川郡いの町駅前町220-3

309 高知県 いの病院 高知県吾川郡いの町3864-1

310 高知県 医療法人博恵会 町田整形外科 高知県吾川郡いの町天王南1-6-3

311 高知県 石川記念病院 高知県吾川郡いの町波川77

312 高知県 株式会社いろは　訪問看護ステーションいろは 高知県吾川郡いの町波川1913-2

313 高知県 さくら病院 高知県吾川郡いの町鹿敷162

314 高知県 コスモスの里 高知県高岡郡日高村沖名1

315 高知県 医療法人十全会　早明浦病院 高知県土佐郡土佐町田井1372

316 高知県 医療法人豊秋会 香北病院 高知県香美市香北町美良布1064-9

317 高知県 高知高須病院 高知県高知市大津乙2705-1

318 高知県 医療法人厚愛会　高知城東病院 高知県高知市大津乙719番地

319 高知県 医療法人青山会　青山整形外科 高知県高知市大津乙1877-4

320 高知県 株式会社はる　訪問看護ステーションはる 高知県高知市大津乙1941番地　Aクイック1F

321 高知県 医療法人大生会　伊藤整形外科 高知県高知市介良乙1049

322 高知県 医療法人公世会　野市中央病院 高知県香南市野市町東野555-18

323 高知県 株式会社 縁 香南市野市町東野202-1

324 高知県 特別養護老人ホーム　三宝荘 高知県香南市野市町母代寺188

325 高知県 放課後等ディサービスすきっぷこうなん 高知県香南市野市町西野776-2

326 高知県 社会福祉法人香南会 はまゆうの里 高知県香南市赤岡町1160番地1

327 高知県 株式会社ライフイースト ディサービスむらじ 高知県香南市香我美町徳王子1942-1

328 高知県 芸西オルソクリニック 高知県安芸郡芸西村和食甲1495-1

329 高知県 医療法人みずき会　芸西病院 高知県安芸郡芸西村和食甲4268

330 高知県 医療法人仁智会　介護老人保健施設ヘルシーケアなはり 高知県安芸郡奈半利町乙3740-1

331 高知県 医療法人臼井会　田野病院 安芸郡田野町1414-1

332 高知県 医療法人愛生会　室戸中央病院 高知県室戸市室津2273

333 高知県 有限会社ケアネットサービス　訪問看護ステーションあすか 高知県室戸市佐喜浜町3589番地1

334 高知県 医療法人山口会　高知厚生病院 高知県高知市葛島1丁目9-50

335 高知県 医療法人ハンズ高知 フレッククリニック 高知県高知市高須新町4丁目3-20

336 高知県 株式会社ポストンズPOSTNs. 高知県高知市高須新町3丁目10-8

337 高知県 医療法人社団晴緑会 高知総合リハビリテーション病院 高知県高知市一宮南町一丁目10-15

338 高知県 社会医療法人仁生会 三愛病院 高知県高知市一宮西町1丁目7-25

339 高知県 高知医療センター 高知市池2125-1

340 高知県 医療法人佐野会　佐野内科リハビリテーションクリニック 高知県香美市土佐山田町東本町3丁目2-41

341 高知県 香長中央病院 香美市土佐山田町西本町5-5-34

342 高知県 医療法人岩河会　岩河整形外科 高知県香美市土佐山田町百石町2-4-20

343 高知県 特定医療法人同仁会 同仁病院 高知県香美市土佐山田町百石町2-5-20

344 高知県 医療法人土佐楠目会 介護老人保健施設とさやまだファミリア 高知県香美市土佐山田町548

345 高知県 社団法人土佐長岡郡医師会　訪問看護ステーション希望 高知県南国市大そね甲320番地

346 高知県 医療法人つくし会　南国病院 高知県南国市大埇甲1479-3
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347 高知県 Recovery　International　株式会社　訪問看護ステーションリカバリー高知  高知県南国市大そね乙１２９５－１竹村ハイツ1階

348 高知県 医療法人藤原会 藤原病院 高知県南国市大埇乙995

349 高知県 医療法人土佐きび　訪問看護ステーションきび 高知県南国市明見８８３－５

350 高知県 医療法人地塩会 南国中央病院 高知県南国市後免町3-1-27

351 高知県 社会福祉法人土佐希望の家　重症心身障害児施設土佐希望の家 高知県南国市小籠107番地

352 高知県 株式会社小谷設計 有料老人ホーム野いちごみつばち 高知県南国市小籠941-20

353 高知県 医療法人清香会 北村病院 高知県南国市東崎1336

354 高知県 医療法人慈光会 岡豊病院 高知県南国市岡豊町小蓮689-1

355 高知県 社会福祉法人　土佐厚生会 高知県南国市左右山290-2

356 高知県 医療法人浦松会 南国厚生病院 高知県南国市立田1180

357 高知県 訪問看護ステーション ドリームチーム 高知県南国市物部131-1

358 高知県 国立大学法人 高知大学医学部附属病院 高知県南国市岡豊町小蓮185-1

359 高知県 高知県厚生農業協同組合連合会　JA高知病院 高知県南国市明見中野526-1

360 高知県 医療法人緑風会EASTマリンクリニック 高知県安芸市矢ノ丸3-1-25

361 高知県 医療法人瑞風会　森澤病院 高知県安芸市本町2-13-32

362 高知県 つつい脳神経外科 高知県安芸市本町2-2-1

363 高知県 株式会社kotobuki　訪問看護ステーションゼロ 高知県安芸市本町5-6-14

364 高知県 医療法人尚腎会　訪問看護ステーションあき 高知県安芸市港町2丁目635

365 高知県 株式会社ゆうあい　訪問看護ステーション奥郷 室戸市元甲1076

366 高知県 医療法人千博会　ネオリゾートちひろ病院 高知県須崎市中町1-6-25

367 高知県 医療法人須崎会　高陵病院 高知県須崎市横町1-28

368 高知県 須崎医療クリニック　ケアビレッジすさき 高知県須崎市多ノ郷甲5741

369 高知県 医療法人南江会 一陽病院 高知県須崎市赤崎町9番3号

370 高知県 医療法人五月会　須崎くろしお病院 高知県須崎市緑町4-30

371 高知県 医療法人川村会　くぼかわ病院 高知県高岡郡四万十町見付902-1

372 高知県 株式会社　アクトワン 高知県高岡郡四万十町東町7-4

373 高知県 医療法人高幡会 大西病院 高知県高岡郡四万十町古市町6-12

374 高知県 医療法人創治 竹本病院 高知県高知県四万十市右山1973-2

375 高知県 医療法人一条会 渡川病院 高知県四万十市具同2278-1

376 高知県 医療法人大誠会　正木整形外科病院 高知県四万十市中村新町2-9

377 高知県 医療法人森下会　森下病院 高知県四万十市中村一条通2-44

378 高知県 医療法人佐々木会 佐々木整形外科医院 高知県四万十市中村一条通5-79-2

379 高知県 医療法人和光会　木俵病院 高知県四万十市一条通り3-3-25

380 高知県 医療法人慈恵会　中村病院 高知県四万十市小姓町75

381 高知県 医療法人元湧会　吉井病院 高知県四万十市中村大橋通6-7-5

382 高知県 医療法人四万十会　中村クリニック 高知県四万十市大橋通り6-8-25

383 高知県 株式会社グリーンハーツ　グリーンハーツ訪問看護ステーション四万十 四万十市中村大橋通7丁目12-15

384 高知県 株式会社のぞみ　訪問看護ステーションのぞみ 高知県四万十市山路386番地2

385 高知県 医療法人次田会　足摺病院 高知県土佐清水市旭町18-71

386 高知県 医療法人たんぽぽ清悠会 松谷病院 高知県土佐清水市天神町14-18

387 高知県 医療法人聖真会　渭南病院 高知県土佐清水市越前町6-1

388 高知県 医療法人長生会　大井田病院 高知県宿毛市中央8-3-6

389 高知県 医療法人祥星会　聖ケ丘病院 高知県宿毛市押ノ川1196

390 高知県 国民健康保健大月病院 高知県幡多郡大月町鉾土603

391 高知県 重症心身障害児施設　幡多希望の家 高知県宿毛市平田町中山867

392 高知県 医療法人互生会　筒井病院 高知県宿毛市平田町戸内1802

393 高知県 医療法人大博悠会　大杉中央病院 高知県長岡郡大豊町中村大王1497-1

394 高知県 医療法人青雲会　清和病院 高知県高岡郡佐川町乙1777

395 福岡県 たたらリハビリテーション病院 福岡県福岡市東区八田1-4-66

396 福岡県 おおりん病院 福岡県大野城市中央1－13－8

397 大分県 鶴見台病院 大分県別府市鶴見4075-4
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【資料15 】

表  四国４県の職能団体会員数と新入会員数の推移（過去5年間） 

（各県士会ごとの会員登録数と日本作業療法士協会員の各県登録数＜資料６＞とは異なる） 

＊理学療法士・作業療法士合わせて8,800名程の会員数で、年間350～500名程が新規に入会し

ている。両団体の組織率は70%~80%程度で、コロナ禍での退会者増と入会者減を考慮する

と、四国内で11,000～12,000名が就労し、新たに500名程度が新規就労していると推察され

る。また、入会者数に比し会員数の上昇が伴わない現象は、徐々に循環型需給体制への推移

を示している。 

理学療法士会 2018 2019 2020 2021 2022

会員数 1625 1609 1618 1585 1576

新入会員数 75 82 56 45 42

会員数 1560 1572 1649 1819 1868

新入会員数 114 113 91 79 68

会員数 1062 1121 1156 1148 1135

新入会員数 124 72 66 48 49

会員数 1066 1077 1104 1124 1130

新入会員数 74 88 79 86 69

会員数 5313 5379 5527 5676 5709

新入会員数 387 355 292 258 228

高知県

愛媛県

香川県

徳島県

四国　合計

作業療法士会 2018 2019 2020 2021 2022

会員数 732 743 734 756 756

新入会員数 56 44 22 42 33

会員数 1088 1119 1143 1157 1142

新入会員数 73 60 60 45 41

会員数 603 610 614 621 603

新入会員数 43 46 31 38 33

会員数 547 535 558 567 575

新入会員数 41 49 36 39 23

会員数 2970 3007 3049 3101 3076

新入会員数 213 199 149 164 130

愛媛県

香川県

徳島県

四国　合計

高知県
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【資料16】

土佐リハビリテーションカレッジ卒業生の就職先動向 

地域 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 合計 ％

高 知 32 35 32 32 43 174

四国他県 10 7 7 5 2 31

四国外 32 29 33 22 17 133 39.3%

合　計 74 71 72 59 62 338 100.0%

60.6%

土佐リハビリテーションカレッジ卒業生の就職地域別人数　（過去5年間）

事業種 合　計 分野比率

医療機関（病院） 275

医療機関（クリニック） 9

老人施設 3

訪問事業所 12

就労支援施設 8

子ども発達支援施設 5

合  計 312 100%55

1

62

3

3

2

70

51

1

1

1

65

59

1

2

2

1

12

2

59

4

44
91.0%

9.0%

老人施設や訪問事業所は医療機関に含まれているケースがある

土佐リハビリテーションカレッジ卒業生の事業種別就職先（過去5年間） （人）

  ＊徐々に就職先の多様化（医療機関以外の事業所への就職）が進むと思われる．

国家試験不合格により就職地域別人数（上段）と人数が若干異なる

69 53

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

2 4

4
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